
イヴァン雷帝とクーノレプスキー公の往復書簡試訳(1 ) 

栗生沢猛夫

1564年4月初日夜，イヴァン雷帝の信頼する友であり，モスクワ冨家の指導

的政治家またすぐれた武人であった貴族アンドレイ・ミハーイロヴィチ・クー

ルプスキー公 (1528-83)は，ユーリエフ(デルプト，現タjレトゥ)の町を出

奔し，ポーランド・リトワ領リヴ}ニアへと亡命した1)0 今日広く信じられて

いるところによれば，出奔後彼はリヴォニアの町ヴォ jレメノレ(現ヴアルミエラ)

からイヴァン雷帝の圧政を非難し 亡命を正当化する書簡を書き送った。クー

ルプスキーの亡舎と書簡誌富膏iζ激しい衝撃を与えた。言帝は直ちに反論した。

かくて始められた往復書簡は雷帝とその治世を理解するための最も重要な史料

であるばかりでなく 第一級の文学的遺産ともなった。

往復書簡は今日，クーjレプスキーからの三通と言帝からのこ通の合計五書簡

からなると考えられている2) 0 

クールプスキーはヴォ Jレメル到着後間もなく雷帝にあてて最初の書簡を執筆

する o 乙の書簡がいかにして雷膏の許に届けられたのか〈あるいは彼の自に

1)訂O~Hoe C06paHHe pyCCKHX ~eTOnHCe医.T. XIII. 2呪 nO~OB沼Ha. C口6.，1906 
( = M. 1965)， CTp. 383. 
2)豆.s語hlinの後に掲げる独訳で詰，クールプスキーの第三書簡は三分され，全
七遍からなるもりと考えられている。 J.L. I. Fennellの英訳も乙の立場区立っ
ている。クールプスキーの著作集の最初の授訂者 H.r. YCTpH~OB (後述〉はクー

Jレプスキー第三書簡を二つの独立の書簡であると考えている。本稿は後述の r.3.
KyuneBUqゃ197辞販の校訂者 (10.瓦.P磁 OB) に従ってクールプスキー第三
書簡を単一の書簡と考える。 CM. 口epenHCKa HBaHa rp03Horo C AH)lpeeM 
Kypoc臨 M. TeKcT nO)lrOTOBH湖沼.C.瓦ypbeH 10.立.P邸 OB.nO)l pe)l. 
且.C. JIHXaqeBa， JI. 1979 (以下口epenHαa と略記)CTp. 298-299. 
3)クールプスキーが正確にいっ第一書簡を執筆したかは不明である。雷帝の返書の自

付が7月5日となっているから，逃亡重後(従って5月初旬〉である乙とは間違い
ないが，国境を越えた翌自とするスクルインニコフの毘鮮は物理的に不可能であろ

うo CM. P. r. CKpbI期限OB，nepenHCKa rpo3Horo H KypocKoro. napa)lOKCbI 
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触れるにいたったのか〉は不明であるが4) いずれにせよ雷苦は即座に返書の

執筆に着手したと考えられる。彼がその長大な書簡を完成させたのは 7丹5

5のことであったsiG 雷帝からの返書を受け取ったクーノレプスキーは，おそら

くは数年のうちに， r大仰で騒々しい書簡J6) ~C対する抑制のきいた，短い，だ

が毎蔑的な返誓(クールプスキー第二書簡〉を執筆した7)が，乙れは発送され

誌かった的自地方言寄は13年後の1577年夏自らが率いるロシア軍がヴォノレメ

ノレを占領したときに かつてクールプスキーが乙の地から不遜なる書簡を送り

つけてきた乙とを想い起し 再びクールプスキーにたいし 神は自分とともに

3.nBap，lla K刻 aHa.JI. 1釘3(以下 CKphI沼田思OB，• nepemrαaと略記)CTp. 60. 
乙れに対する EoL. Keenanの批判 (<(Kritika)> volo X， no 1， FaU 

1973， pp. 26-28)をも参照。

4)クーノレプスキー第一書簡が彼の従僕ヴァシーリー(ヴ、アシカないしヴ、ァスカ)・シ
パーノフによってクレムリンの赤の階段記おいて雷帝に直接手渡されたとする後期

07世紀末〉の年代記〈いわゆる JIaTyxHHcK羽 CTe民間aHKHHI'a)の記述は，
口仁ルリエーや P.r.スクルインニコフによれば，伝説にすぎない。ルリ
ヱーとスクルインニコフはクールプスキー第一書笥がいかにして雷帝に知られるに

いたったかくないしiまりトワとモスクワ罰の交{言一般のあり方〉について，それぞ

れ独自の仮設を提唱して~\る。 CM. ロOCJIaHH.完封BaHa fp03Horo. no，瓦rOTOBKa

TeKCTa瓦.C. JIHXaqeBa H 51. C. JIypbe.日oぇpe.n;A.口.A.npHaHoBo註-nepeTU.
M.7瓦.1951 (以下札口OCJIaHHH fp03Horoと略記) CTp. 472-473; nepemrCKa， 

白 p.220-224， 381-382; 兄 C. JIypbe. ロepBoe rrOCJIaHHe HBaHa fp03Horo 
KypoαOMY， {Tpy胆 OT.neJIa .npeBI王epyccKo註 JIHTepaTyphI}T・ XXXI(1976) 
CTp. 230-231; CKphIH沼砥OB， 訂epemrCKa.CTp. 92-94; A. A. .3HMHH. n句Boe
rrOCJIa沼:Ie KypocKoro HBaHy fp03HOMy H BaCH忍盛 llIHoaHoB， B KH.: 
KyJIbTypHoe HaCJIe.nHeぇpeBHeH Pyα. M.， 1976， CTp. 142-147.さらに後述
125-126ページ，注25をも参類。
5)乙の日付は雷帝第一書簡の末尾に明記されている。 CM.TIepemrCKa， CTp. 52. 

6)口epemrCK'a.CTp. 101. 
7)執筆の正穫な日付は不明である。 St剖llin(下記訳書， S. 162)は1565年以捧と

するのみであるが，最近アメリカむ研究者五.グレアムは1569-1570年とする説

を提唱している。 X.φ.r戸xeM，BHOBb 0 rreperrHcKe rp03Horo H KypocKoro. 

(BorrpOChI HCTOpHH) 1984， N!!. 5. CTp・174-175.

8)その理岳をクールプスキー邑身が後に第三書霞のなかで次のように記している。

fわたしも大分以前に，汝の大掬な書簡に答えておいた。ただそれを御地の不名誉
な慣習りゆえに送り題ける乙とができなかった。というのも汝がロシア王冨を閉鎖

してしまったからである。それにより汝は人間の自由な本性をあたかも地獄の要害

に関じとめたかの如くであった。J(TIeperrHcka，. CTp. 110). 
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ある乙とを高らかに宣言する書簡を書いた(イヴァン第二書篇)09)乙の書簡は

ロシア軍叫富虜となり，雷帝により釈放されたザトワの軍司令官A・ポルペンス

キー公に託されてクーJレプスキーの許に届けられた。クールプスキーはこれを

読み，さらに反論〈クールプスキー第三書簡)を書いた。それは最終的には

1579年§月15自に書き£げられた10)。クールプスキーは乙れを，先の第二書簡

とともに雷帝託送ったが11) 乙れが奮帝の許iζ確かに届いたかど、うかは定かで

ない。いずれにせよ雷帝はもはや乙れには答えず12}; またクーノレプスキーもこ

れ以上論争の継続を望まず切，書簡の往復は乙れで諮ってしまうo

9)末尾に1577年とあるが日付は註い。 1577年のロシア軍の大攻勢の最中立雷膏は自ら

が志領したりヴォニア諸都市から，各方面K戦果を誇示する書簡を多数執筆した。

雷帝のクーIレプスキーあて第二書簡もその一つであった。乙れについては nOCJIa-

m硯 rp03Horo，CTp. 501-512 また口eperr況はa，CTP・241.をみよ。.

10)乙の書簡には主文 cnepeIIHCKa，CTp・106-113)Iζ続いて二麓の追伸ないし付記が

あり (TaMiKe，. CTp. 113-116， 116-118) それぞれの末尾IL1579年 9月38と9月

15自の日付がある。〈乙の二篇の付記を K.シュテーリンや J.L. 1.フェン
ネノレらは独立の書語とみなすわけである。〉主文の執筆時期は nepe悶 CKaの校

訂者 (10.瓦.)レイコフ)によれば， 1577-1578年(1577年φ秋以降毘もなく，註

いしは1579年8月318[ポロック占領む日]の 1-2年前〉である。 CM.ne~­
IIHCKa， CTp. 299乙れ花対し詞じ訂epenHCKa，CTp. 243で兄 C.ノレリエーは本

書舗の執筆時期を1578年以誇としている。地方グレアムは主文も1579年に執筆され

たと考える。 fpexeM，BHOBb 0 rrepeIIHαe， CTp. 176. 

11)スクルインニコフやルィコフは，クールプスキーが乙のとき，すでに13年詰iζ執筆

していた第二書簡に一部加筆した，と考える。 C.O.シュミットにいたっては，
まったく書き宣した，とする。グレアムは乙れを批判している。 CKPbIHl剖coB.，ne-
peIIHαa， CTp・96;nepeIIHαa， CTp・297-2鎚;C. O.国関P'T.K HCTOpHH反函-
IIHCKa KypoCKoro H I1BaHa fpo3Horo. B KH.: KyJIbTypHoe HaCJIe)lHe (注4)
C雪p.147-151; fpexeM， BHOBb 0 rrepeIIHCKe， CTp. 175. 

12)スクノレインニコフは雷帝が乙の領軍事的敗北や家庭内の混乱等iとよって意気消沈し，

もはや答える気力を失っていた，とする CCKpbIH理思OB.nepeIIHαa， CTp. 96)が，
jレイコフはクールプスキーが第二，第三書簡をそもそも発送Lなかった〈かつて第

二書欝を発送しなかったのと同じ理由から〉可能性があると考えている。いずれに

せよ，雷膏がとれらを受けとったという証拠はない。ルィコフによれば，クーjレ

プスキーの第二，第三書簡が，ロシアの写本長統のなかで知られるようになったの

は17世紀7鮮代になってからの乙とである。もし雷帝が実際iと受けとっていたなら，

彼は性格的に，加えられた毎辱に断呼反撃したであろう，という。 cnepeIIHCKa，

CTp. 300) 

13)クールプスキーは第三書簡に次のように記している。「乙れ以上異国にいる家臣に

書乙うなどとは思わないでいただきたい。乙とにと乙[ポーランド一一読者注]で
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かくして往復書篇は次の}顧序で執筆された乙とになる。 eクールプスキー第
一書簡 (1564年5月初旬〉 ②イヴァン雷帝第一書簡(1564年7月 5B) ③ 

クールプスキー第二書簡〈②の後数年のうちに。 1569--70年か?ただしすぐに

は発送されず。) @イヴァン第二書簡(1577年) ⑤クールプスキー第三書

簡 (1579年 9月15日説議，クールプスキー第二書簡とともに発送される?) 

本語はとれら五書簡を11頃次語訳しようとする試みである。

底本に用いたのはソ連邦科学アカデミーの f文学記念碑』 瓦HTepaTypHhIe

E制 m官胞を叢書の一冊として1979年lζ 兄 C. ノレりエーと 1O.瓦.)レイ

コフによって校訂，刊行されたテクスト， r往復書簡』 日epesHC悶 〈注 2
参照)7-9， 12-52， 101-102， 103-105， 106-118ページであるc

今日雷帝とクールプスキーの往復書簡集は，原本はおろか，同時代(16世紀〉

の写本も伝わっていない14)。その存在記言及する同時代史料もほとんど知られ

ていない。乙のような事情から往復書簡を後代の偽作と考える研究者もい

るお}。だが16世紀の写本が伝わらないのは，当時の困難な情況〈クリミア・ター

は皆答える衡を知っているのだから…ーJ(I1epeIIHcKa， CTp. 110). 
14)乙れについてはI1epenHCKa，CTp. 250-351のノレイコフ及びルリエーによる古文
献学的検討を参照されたい。

15)その代表はアメリカの研究者 E.L.キーナンであろう。設は1971年に，現存す
る諸写本の綿密な検討を通じて，クールプスキー第一書簡が半世紀以上も後の1623-
25年JC，C. 11.シャホフスコーイ公によって〈ツアーリ・ミハイールにあてて〉書
かれ，後iζ被告身花よってクールプスキーのものとされた文書である，とする見解

を発表した。キーナンは fクールプスキー第一書簡Jの分析に全精力を傾けている
が， r往復書篇jのその後の展開についても一応の晃通しはつけている。それによ
ると，シャホフスコーイが， ミハイーJレ帝とその父フィラレート総主教による彼む

一族にたいする追害を非難する fクールプスキー第一書簡」を書いた後の17世紀20
年代末-30年代梼頭に，同じシャホフスコーイないし綾に近い他の人物が「イヴァ
ン第一書簡jを書いた。乙の書簡にはミハイール帯期の政治情勢がよく描かれてお

り，とく託フィラレートの役割にたいする批判が寵されている。その後しばらくし

て，アレクセイ帝期 0645-76)む晩年，高級官僚の一入でアレクセイ帝と専制の
支持者 (A.C.マトヴェーエフか?)，が fイヴァン第一書簡J(の詳細販〉の擁
要 (aparaphrast:ic synopsif?)を作成した。 ζれが fイヴァン第二書篇jである
が，乙れはおそらく fクーJレプスキー第二書簡Jより以前に書かれた。そ合後間も

なく，今度は，同じ高級官捺層のなかで，反専制，反ロマノフ朝的見解をもつある

人物 (B.B.ゴワーツインないしそのグループの一人〉が fクールプスキー第二
書簡」及び fクールプスキー第三書簡(の主文)Jとして知られているものを執筆
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タール軍によるモスクワの破壊，モスクワの度重なる火災炎上，動乱期の混

乱…)から止むをえぬものであって，それはむしろ当時としては一般的であっ

たD また雷帝のクールプスキーあて書簡が，確実iζ彼のもりと考えられる他の

書簡と文体，内容，論理構造等の点で訟ている乙とも指摘されている1九最近

ではお世紀の史料のなかに往復書篇の存在を推謝せしむるもののある乙とも知

られるようになったl九乙うした乙とから，本語の筆者も，少くとも雷帝とクー

ノレプスキーの開花書簡を通じての論争が行われた乙とは間違いない〈それが今

日知られている形においてであったかどうかはともかくとして〉と考えるにい

7こっている。

雷帝とクーノレプスキーの書簡や諸著作は17吉紀20年代以降の個々の写本にお

いてまた諸集成の一部として伝わっている。もっとも五書簡が一つの形にまと

められたのは19世紀記入ってからの乙とである。

往復書簡は1833年初めてクールプスキー著作集の一部として H. r. ウス

した……… (E. L. Keenan， The Kurbs主ii-GroznyiApocrypha. The 

Seventeenth-Century Genesis of the “Correspondence" Attributed to 

Prince A. M. Kurbskii and Tsar Ivan IV. Cambridge， Mass.， 1971) 

キーナンの f往復書簡J品作説はその後歌米の学界で活発な論争をひきお乙した
〈今日まで記，乙れを論評し，批判しあるいは評値した論稿は，その後のキーナン

の反論や研究も含めて， 50点以上になっている〉。乙とにソヴェトの研究者は乙れ

に強く反発している。なかでもスクルインニコフはキーナンむ上掲書封掛けるために，

特別の一書を著わしたほどである。(上掲 CKpblHH磁 OB， neperrHcKa)今日キー

ナン説を受けいれる研究者は少数〈たとえば D.Ostrowskiなど cf.<Kritica)> 
XVII-1 (1981) pp. 1-17; <Russian History)> 9， pt. 1 (1982)， pp. 121-
126)で忘るが，彼により提起された諸問題のなかには未解決の点がまだ依然とし

て残っており，彼の研究で「往復書簡Jをはじめとする雷帝，クールプスキー研究
が各方面ι深められたζ とは否定できない。本語む蜜本として利用される上記
neperrHCKaの出版自体がキーナンの関題提起と無関係ではなかったと考えられる

のである。

16)乙れについてはとく K 瓦.C.リハチョフの論稿を参照、 cnOCJIaHH5I rp03Horo， 

CTp. 452-467;訂eperrHCKa，CTp. 183-202). 

17)乙れについては CKpbl期限OB，neperrHCKa， CTp. 88 CJI.;瓦. Yo， Hel否認eCTH嵐長

rra闘 THHK~peBHepycCKo益 JIHTepaTybI. B KH.: Apxeorpa争HQeCKI主義 e)l{erO~HHK 

〈以下 AE)38 1971 roぇ， M.， 1972， CTp. 357-361; 5.昆 φJIOp5I， HOBoe 0 

rp03HOM H Kyp6cKOM.{廷CTOpH兄 CCCP)1974，地.3， crp. 142-145;瓦.A. 103e-

争OB沼q，CTe$a廷 5aTopH盈orre予errHCKeHB8Ha rp03Horo H Kyp6CKoro， AE 3a 
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ドワャーロフによって出版された。 (YCT伊JIOBH. f. CKa3出到完閲冗3冗 Kyp6ー

とKoro.l.J， 1-2. C06.， 1833. 乙れはさらに1842年第二版， 1868年第三販と薮

を重ねている。第三販の CTp.131以下を参照、。〉

それはまた1914年にも，同じくクールプスキー著作集の一部として r.3. 

K戸田.eBH可によって薪たに刊行された。 (Co事部e問先 KHH3冗 Kyp6cKaro:TOM 

rr.epB副首.Co唱僻阪冗 opHrHHa品開.e. =Pycα.aH H位。pHl.J.eCKa叉 6HBJIHOT.eKa;

T. XXXI， CTI6. 1914. CTp. 1-160) 

だが五書簡ではなくとも，クールプスキーの三書簡と雷帝の第一書簡との結

びつきは，すでに最古の写本にみられる。雷帝の第二書簡がクールプスキーの

書霞と結びつけられるのは18世紀になってからの ζとであるc

1951年記は瓦.C. リハチョフと完.C. )レリエーの校訂で『雷帝書簡集』

口OCJIam硯 rp03Horo(注4)が f文学記念稗』叢書の一時として出版された。

乙れは雷帝の著作集刊行の試みとしては最初のものである。乙れにはもちろん

言帝がクールプスキーにあてた二通も含まれているが(とくに第一書簡は新た

に発克されたより古い写本によって刊行された)，付録 (534-536ページ)立

はクールプスキーの第一書簡も(上と.同じ写本によって〉印刷されている。

本稿が底本として利用する f往復書簡JTI.ep.eIlHcKa はとくに在復書簡のテ

クストの校訂と刊行を目的としたもので、ある。以前の刊本に比し，より多くの

写本に基づき，徹底したテクスト批判が行われている。テクストの校訂は，クー

ルプスキー書簡の場合は A.A. ジミーン〈ただし第一書館第一販について

のみ〉と10.江.)レイコフ，富帝書簡の場合は兄c.)レリエーが行っている。

本往復書欝はすでに1921年に独語訳が出たのを皮切りに，英語，チェコ語，

デンマーク語，仏語，イタリア語の翻訳が現われているo

本稿は F註復書簡JI119-180ページの環代ロシア語訳〈クールプスキー書簡

は O.B. トヴォーロゴフ訳，雷帝書簡は 兄c. ノレリエーと O. B.ト

ヴォーロゴフの共訳)1邑}とともに次の各国語訳を参照した。

1974 r. M.， 1975， CTp. 143-144を参照されたい。
18)富帝〈のクーJレプスキ・ー苑〉書簡の現代ロシア語訳は nOCJIaHlI兄， fp03HOiO， crp. 
283-328， • 385-388においてもなされている。 α、ずれも兄C.JIyp闘による。
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Der Briefwechsel Iwans d邸 Schrecklichen mi t dem Fursten 

Kurbskij ( 1564 -1579) . Eingeleitet und aus dem Altrussischen 

註bertragen •••••• von K. St泊五n，Leipzig 1921 (以下 Stahlinと略

記)(乙れはただし YCTp.HJIOB と K戸悶eBIPIのテクストの訳である。〉

The Correspondence between Prince A. M. Kurbs註y and Tsar 

Ivan IV of Russia， 1564 -1579. Edited with a Translation and 

not邸 by J. L. 1. Fennell， Cambridge 191)5 (以下 Fennell として

利用)

Ivan IV， dit le Terrible， Tsar de Russie. (Corr能pon-

dance avec le prince Kourbski， Epitres) Traduit par D. Olivier， 

Paris 1959. 

訳注も f往復書簡jをはじめ，おおむねすでに揖げた諸書を参考にしてい

る問。それゆえ一々典拠は記さない。

訳文中( )は原文.[ ]誌訳者の挿入である。

固有名語の表記はおおむね原語に忠実記従うが，聖書及びローマ・ビザン

ツ史上の地名・人名については，むしろー殻に知られている形で、行った。

訳注における聖書の関連箇所の指示は 日本聖書協会発行の現行の聖書(の

章分け)に従って行ったJこだし訳文そのものは必ずしもそれに一致していない。

18約タト典については，巨本聖書学研究所編 F聖書外典鵠異j( 2. 18約外典

宣)(教文舘 1977年)を参考にした2針。

ただし聖書の引用部分などは訳されていな ~\o) 上述の如くI1epenHCKa，ζおけ
る場合と震本が異なっているが，乙ちらも必要に応じて参考にした。

19)倍にとくに A.A. 3HMHHの二書 (Pe争OpMbII1BaHa rp03Horo. M.， 19ω;Gap-
百鴨HHaI1BaHa rp03Horo. M吋 1964)を参照記した。
20)なお佐々木秀夫，関本哲也両氏が雷帝第一書簡〈口OCJIa問先 rp03Horo所載テク
スト〉む電算機lとよる言語学的分析を試みておられる乙とを付記しておく (rイワ

ン百世雷帝がA.クールブスキーに与えた1564年の書簡。電葬機によるその分析と
接合J.r愛知大文学論叢』第56・57輯(昭51年〉一一)0r往復書簡jの内容を正確
立伝える乙とを第ーの呂的とした本稿では，中世ロシア語や教会スラヴ語が謹雑に

入り組んだ雷帝の文体を十分に考慮した上で欝訳する乙とはできなかった。
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イヴァン雷帝とクールプスキー公の往復書簡

(1)クールプスキーがイヴァン雷帯に宛てた第一の書簡

〈第一版)

クーノレプスキーがりトワよりツアーりなる君主にあてた書状。

その昔神i乙大いi乙称えられ，正教信仰においてーきわ強く輝いていたが，今

や，われらの罪ゆえに，逆らう者となってしまったツアーリへo 悟る者は語る

がよいロ汝の良心は療病におかされており，神を知らぬ異邦人の間にも見られ

ぬほどだ。わたしはこれ以上すべてを!韻を追って話す乙とを自分の舌に許さなかっ

た。ただ汝の強権記より蒙った苦痛記溝ちた迫害のゆえに，ツアーリよ，わ

たしはわが心がうけた数々の悲哀の一部を汝に書き記そうと思う o

ツアーリよ，汝は何ゆえにイスラエルの強者を滅ぼし 汝の散を討つべく神

が与え給うた軍司令官らを，議々な方法で死l乙至らしめたのか1)。何ゆえ神の

教会において，後らの聖なる勝利の血を涜し，教会の敷居を殉教の血に染めた

のか2)0 何ゆえ汝のため生命を靖しまぬ善意の人々にたいし，前代未毘の苦痛

と死と迫害とを考え出し，正教徒にたいし裏切者，妖街使いその他不当な罪を

きせ，光を笥iζ変え，官きを苦いと言いくるめる乙とに懇命になったのか3)0 

彼らキリスト教徒の指導者は汝の前にし、かなる罪を犯したというのか。汝を立

1)以下記クールプスキーは逃亡に先立つ数年龍における雷膏の弾圧について語ってい

ると推定される.rイスラエルむ強者jとはとこではロシアの諸公，貴族，軍司令
官らを詣している。
2)二人のオボレンスキー諸公 (M.江レプニンと 10.11.カシン〉のととか。クー

ルプスキーの『モスクワ大公の歴史J，ζよれば，レプニンは，宴会の霜上，仮面を
つけて踊るようツアーりに命じられたのに樟概し，それを拒否したので，教会での

晩講の最中K殺されたという。 1564年 1月30--31日の疫の乙とであった。同じ夜

カシン公も輯拝のときに殺害された，という。ジミーンやスクルインニコフは再公

の処刑をウロイ近郊におけるロシア軍の敗北と関連させている。

3)イザヤ書 5 : 20 
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震させる乙とがあったのであろうか。彼§はわれらの父祖が臣従していた騒れ

る冨々を打ち砕き，汝の前に万事につけ服従せしめたので、はなかったか4}D ド

イツの堅固なる軒々は彼らの鋭き知恵の働きにより，神から汝に与えられたの

で、はなかったか5)。乙れにたいし汝は哀れなわれらを，一族諸共滅ぼす乙とに

よって報いたのでiまなかったか。ツアーリよ，おそらく汝は死ぬ乙とがないと

患っているのだろうc汝は恥ずべき異端iζ惑わされて，厳正なる裁き手，キリス

ト教徒の希望である神の子イエスの読に立つ乙とを望まぬのであろうo 乙の方

は全世界を義をもって裁き，語り高ぶる迫害者を一切容赦せず，綾ちの罪を，よ

く言われるように，髪の毛にいたるまで 6)間い車しそうとされるのであるc 乙の方

乙そわがキリスト，いと高きと乙ろで大いなる万の右手，ケjレピム 7)の座にあ

られ，汝とわたしの語を裁かれる方である。

わたしが汝から蒙らなかった災難や迫害があるであろうか!汝がわたしにもた

らさなかった不幸や災厄があったであろうか!汝はわたしに痘偽と裏切の罪をき

せ誌しなかったであろうか!わたしは汝から蒙った様々な災厄をすべて頼序だて

て話す乙とはできない。それはあまりに多すぎるし，わたしの心はいまだ悲し

みに打ちひしがれているからだ。 だがすべてをまとめて話すならば，次のよう
ゆえ

になろうo わたしは一切を奪われ，汝によって神の地から理由なく追放されて

しまった。汝は善にたいしては悪，愛にたいしては執念深い増悪をもってわた

しに報いた。汝のために水の如く流されたわたしの血は わが神にむかつて‘汝

を告発している。神は人の心を見透される。わたしは心のなかで、熱心に考え，

員心を証人に立てて，探し，求め，必死に号、いめぐちしたが，自分が汝にたい

しいかなる罪を犯したのか分らなかったし~、かなる舎も見出す乙とができな

かった。わたしは汝の軍勢を率いて出撃し，一度も汝i乙都辱を与えた乙とがな

4)カザン汗冨並びにアストラハン汗国の征鰻 0552年， 1556年)む乙とで島ろう。
5)リヴォニア戦争(1558--83)初期にロシア軍はナノレヴァ，ノイハウゼン， ドノレパー
ト〈デノレプト入マリエンブルク，エノレメス，フェリンなどの諸都市を出領した0
6)詩篇 68: 21ないしサムヱル記上14:45またはマタイ10: 30が念頭にあるものと考
えられる。

7)最上級の天使
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かった旬。むしろ主の天使む御加護により営iζ輝かしい勝利を得て，汝の栄光

を顕した。わたしは汝の軍勢の背を教に見せた乙とがない。逆に汝の誉のため

に敵を華々しく打ち破った。それも乙れも一年や二年の乙とではない。何年も

の関わたしは汗と忍耐をもって苦労してきたのだ。その間わたしは生みの親を

見る機会も少なく，妻を知る乙ともなく，故郷から遠く離れ，汝の最果ての町

にあって常に汝の教と戦い，病苦を耐え忍ばねばなちなかったc 乙れにつ

いてはわが主イエス・キリストが証人であられる。だがとれに止まるものでは

ない口数々の戦闘においてわたしは蛮人により負毎させられ，全身乙れ毎だら

けになっているG だがツアーリよ 乙れらの乙とはすべて汝には無関係なのだ

ろう o

わたしは汝の誉のために行ったすべての戦闘を!闘を追って述べようと思った口

だがわたしはそれを断念した。神のみがそれをよく翻存知であるのだから。実

際乙の方乙そ万事に報われる神である。それだけではないc 神は一杯の冷たい

水にたいしてすら報われる8}c ツアーリよ，さらに付け加えて汝に言おうo わ

たしが患うに，汝はもはや最後の審判の日にいたるまでわたしの顔を見る乙と

はないであろうo だが以上のとと託ついて，わたしが汝にたいし沈黙したまま

でいるとは思わぬがよp。わたしは生命の尽きるときまで，わたしが言ずる

始めなき永遠の三位一体の神に，絶えず，涙ながらに汝の乙とを告発し叫び続

けるであろう G そして大いなるケルピムの母，わが望みにして執りなし手であ

る主なる聖母とすべての聖人がた，持の選び給うた人びと，またわが君フヨー

ドjレ・ロスチスラヴィチ公加に加護を乞い求めるであろう。

ツアーリよ，われらがすでに汝によって，罪なくして滅ぼされ，抹殺されたと

8)クールプスキーは1550年初めて軍司令宮〈フ。ロンスクの〉に任命されて以来，誌と

んど毎年軍事行動に従事している。彼は上記『歴史』においてカザン及びリヴォニ
ア戦争における自己の活躍ぶりを詳細に描いている。
ヨ)マタイ 10: 42 

10)クールプスキーもその一員であるヤロ又ラーヴリ諸公はスモレンスク公ブヨードル・
ロスチスラヴィチC129~手投〉を始祖としている。フヨードル公は12鈍年ヤロスラー

ヴリを巨己の領土に加えた。 146拝地方聖人となり，後iζ全ルーシの聖人の列記加
えられた。
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さかしらに君、わぬがよL、。不当にも監禁され，追放されてしまったと思つてはな

らなし、空しい勝利を誇るかのまEくに喜んではならなも」汝に処刑された者た

ちが主の玉座の携に立ち，汝にたいする復讐を求めているか告だ。汝に不当に

も監禁され， [神の]地より追放された者たちが，朝な夕な汝を神に告発して

叫んでいるからだ!とのかりそめの はかなく過ぎ去りゆく量において，譲り

高ぶって，幾たび子こりとも誇らば誇るがよL、。汝はキリスト教徒の民iζ殉教の

杯を与えんと画策し，天使の姿11)を辱しめ，軽んじている。乙れを汝はおもね

りへつらう追従者や悪魔の食卓仲間，また汝の忠実な貴族，すなわち汝の霊と

肉を滅ぼす者どもとともに行っている。彼らはその子ちとともにクロノスの神

宮12)も顔負けの乙とを行っている。だがとれについても乙れで止めよう。わた

しは涙にぬれた乙の小さな書き物をわが極に入れるよう命じよう。そして汝と

ともにわが神イエスの裁きの場K出たいと思うD アーミンo

わが君主アウグスト・ジギモント王13)の町ヴォノレメ Jレにて記すo わたしは乙

の君主の窓寵により，またそれ以上に神の翻加護により，彼から多くの意みを

賜わり，あらゆる悲哀にたいする窓めを得ん乙とを望んでいるc

わたしは聖書に次のように記されているのを聞いた。姦通により生れ，神i乙

教対するアンチキワストたる破壊者が，キワスト教徒の群にむかつて悪魔によ

り放たれようとしている，と。事実今の時代にもわたしは一入の議員を見た。

誰もが知っているように，彼は姦通により生れ，今ではツアーリの耳iζ儀りの

言葉を曝き，キリスト教徒の血を水の如くに流している。彼誌以前にもイスラ

エルの強者をアンチキザストが行ったのと同様'c.，打ち殺したので、あるi的。あ

あツアーリよ，乙のような追従者を側近におくべきではない。主の律法の書記

11)古ノレーシでは修道譜〈ないしその生活)を f天使む姿jと表現した。乙乙では雷帝
によって強制約記出家せしめられた者たち〈たとえば瓦.11. クノレリャーチェフ
公， T.チェチェーリンープーホフなど)必いるζ とを指している。

12)クロノスはギリシア袴話でゼウスの父とされる，車ι鋭えた巨人。乙乙ではおそら
くオプリーチニナの指導者パスマーノフ父子 (A.江.Hφ.A. EaCMaHOB磁石JIe民-
eeBhI)のζとをクロノスの神宮と言っている。
13)ポーランド王またリトワ大公，ジクムント二世(在位1529--72)
14)上記パスマーノフ父子のいずれかをさすと考えられている。
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第ーにζう書いである。「モアブびととアンモンびとそして私生克は十代まで

も神の教会記入つてはならないJ15)云々とD

(11)イヴァン雷帯がクールプスキーに宛てた第一の書簡

(第一詳組板)

敬度なる大君，ツアーリにして全ルーシの大公ヨアン・ヴァシーリエヴィ

チの，その大いなる全ロシア国家にあてた，アンドレイ・ミハーイロヴィチ・

クー Jレプスキー公とその徒輩ら宣誓違反者の裏切を告発する書簡。

過去のいつの世にも今の世にもあられるわが三位一体の禅，始めも終りもな

い永遠の父と子と聖霊o われらが生き活動するのはとの方の力記よってでるり，

ツアーリらが大いなるものとされ，強き者らが法を定めるのもこの方のおかげ

である。神の唯一の言葉の聖なる十字架の，敦北を知ちぬ勝手'1の旗が，敬神の

念において並ぶ者なきツアー 1)，コンスタンティヌスれとすべての正教徒ツアー

り及び正教の擁護者に与えられたのも，わが神イエス・キリストによったので

ある。さて神の言葉があまねく或就し，神の言葉を宣べ伝える僕らが，鷲が飛

類するように，全世界に広がったとき，敬神の光はロシア帝国iζまで届いたの

であったoかくて真実の正教を奉ずるロシア帝国の専制は，神の思し召しにより，

Jレーシの地を聖なる洗礼によって類、らした大公ウラジーミル討に始まり，ギリ

シア人から至高の名誉をうけた大公ウラジーミル・モノマフ 3) 神を知らぬド

イツ人にたいし大勝利を博した勇ましき大君アレクサンドjレ・ネーフスキ_4) 

15)申命記 23: 3 
。ローマ皇帝。大帝。在位306---3370
2)キエフ大公。在位980-10150
3)同在桂1113-25。ウラジーミ Jレ・モノマフが fギリシア入から至高の名誉をうけたJ
と考えられるようになったのは16世紀に入ってからのζとである。乙れ区ついては
拙稿r<ウラジミ-)レ諸公物語〉覚書J，rスラブ研究J24 (1979)を参照されたい0
4)ノヴゴロド公(1236---63)，ウラジーミノレ大公(1252---63) 
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ドンの彼方で神を知らぬハガJレび、とにたいして大勝利を博Lた誉高き大君ディ

ミートリー 5)を経て，わが祖父，不正にたいする復讐者，大君ヨアン 6} そし

て父祖伝来の領地の護得者，至語の追慢のうちにある亡きわが父，大君ヴ、ァシー

リー 7) さちには今日ロシア帝国の王努を手にする卑しきわれらに至るまで続

いている。だからわれらにたいするその溢れんばかりの憐みゆえにわれらは神

を称えるのである。神は今日までわれらの右手が詞砲の血にまみれる乙とを許

されなかった。というのもわれらは誰からも帝国を奪い京ろうとは思わなかった

からである。われらは神の思し召しとわれらが父担と両親の祝福により玉座託生

れ，ふさわしく養脊され，成人し，神の命により即位した。われらは父祖と両
主E由れ

親の祝福によって己のものを取ったので=あり 他人のものを取ったので・はなかっ

た。[本書簡は]多数の国々を領有する ζの真の正教キリスト教専制富家から

の，アンドレイ・ミハーイロヴィチ・クールプスキー公への命令書であり，キ

リスト教徒たるわれらからの貧しき回答書である。後はかつて真の正教キリス
ポヤー事ン

ト教世界とわれらが専鎖国家の童族にして顧問宮，軍司令官であったが，今で

は生命を寺える聖なる主の十字架への宣誓を破る者，キリスト教徒の殺害者，
グノヱテズヌイ

キリスト教の敵への内通者である。彼はあたかもイサウリア人目}や強壊者主¥

またアJレメニア入酌やその司類の如くに 樟のイコン崇拝から離れ，すべて

の聖なる戒めを踏みにじり，聖なる寺読を荒廃させ，聖なる容器と聖像を汚し，

踏みにじった。後は己が裏切の習いのままにヤロスラーヴリの君主11)たちんと

欲している。皆よくとれを知るがよい。

5)ドンスコイとよばれた。モスクワ大公 (1363-89) fハガルびとjとは中世ロシア
人がイスラム教徒，とくにタタール人をさして呼んだ言葉。
6)イヴ、ァン三世ヴ‘ァシーりエヴィチ。モスクワ大公 (1462-1505)
7)ヴァシリ一三世イヴァノヴィチ。モスクワ大公 (1505-33)
8)ピザンツ皇帝イサウリア朝の始祖レオ三世 (717-41)の乙と。
9)同朝コンスタンティノス五世コプロニモス (741-75)のとと。ロシアでは rHO-
eTe3Hbls 膿壊者と呼ばれた。

10)同輯レオ五世 (813-20)以上三人はいずれも，いわゆる霊像破壊皇帝である。
11)ヤロスラーヴリは13"世紀末以来クールプスキー一門の世襲領地であった (fクールプ

スキー第一書簡j注10)参照、〉。クールプスキーは他の著作でもヤロスラーヴリの
f君主J BJl3，llblK3 と自称している。
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ああ公よ，汝がもし信仰深いと考えているのなら，何ゆえ己が唯一の霊を捨

てたのか。最後の審判の日に信仰の代りに伺を示そうと患っているのか。たと

え汝が全世界を手記入れたとしても 後で死が必ずや汝を捕えるであろう。も

し汝が死を恐れていたのなら，何ゆえ悪魔に従う仲間や廻し者どもの偽りの助

言を容れて 12) 肉体のために霊を売り渡したのか。世界中で駿麗する悪鬼のよ

うに，自ら望んで汝§の友また従者となった者たちがし、たる所でわれらを拒絶

し，十字架への室誓を破っている。彼らは悪魔を模倣し，われらにたいしあち

ゆる種類の畏を張りめぐらし悪魔の習いに従って，躍起になってわれらを監

視した。またわれらの発言や行動をうかがい，われらがあたかも肉体なき存在

であるかのように考えては円その乙とでわれらに幾多の中傷と非難をあびせか

け，われらの乙とを世界中で梅辱し，そのように汝にも吹き込んだのであった。

と乙ろが汝らは乙れらの悪行の報酬としてわが領地と国庫の金を気前よく彼ら

に与え，彼らを誤って己の下僕と呼んでいる。汝らは悪鬼どものこのような議
どと

言を鵜呑みにして，わたしに怒りをむけた。死をもたらす毒蛇の如くわたしに

猛り狂い，己が霊を滅ぼし，教会を破壊する者となづた。人記怒りをむけ，な

おも樟に反抗する乙とが正しい乙とだと患ってはならない。というのもたとい

緋福を身にまとう帝王であっても 人であって神ではないかちだ。それとも呪

われたる者よ，汝誌特別だ、と思っているのか。そんな乙とはない。もし汝が彼

らと一緒になって闘いを践んでくるなら，そのとき汝は教会を荒らし，イコン

を踏みにじり，キリスト教徒を誠ぼす者となるだろう。たとい自ら手を下さな

くとも，己の死の毒に満ちた部念によって汝は多大の悪事を働く乙とになるだ

ろう向。

思ってもみるがよい。軍勢が拝し寄せてくるならば，幼児の柔らかな手足辻

12)後述訳註19)を参照。
13)後述訳注30)を参黒。
14)クーJレプスキーがキリスト教範，すなわちロシア人記戦いを挑んで来るであろう，

というツアーりの記述は，しばちくしてから実現される乙とKなる。本書簡執筆の
半年後1564年10月クールプスキーはりトワ軍を率いてポロックを攻撃してくるので

ある。
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馬蹄に踏みにじられ，引き裂かれる乙とになるのであるo もしそれが冬の乙と

であれば，一層ひどい乙とになるだろう。乙れ乙そ犬の如き裏窃者の汝が，邪

まにも顛っている乙とだ。それは乳呑児を殺害したヘロデの狂暴な悪行 15)~乙

比べる乙とができるではないか。このような悪行を轟く乙とを敬神の行為で

あると汝は患っているのだろうか。キリスト教徒，すなわちゲJレマン人とヲト

ワ人にたいし闘いをしかけているのはわれわれの方だと，もし汝が主張すると

したら，それはちがう。まったくちがう白たとい乙れらの国々にキリ又ト教徒

がいるとしても，われらは父祖の伝統に従って，以前にもしばしばそうであっ

たように，彼らと戦うであろうo だが今やわれらは，乙れらの国々には教会

に仕えるー握りの牧者や主の穏れた僕らを除いて，キリスト教徒はし、ないとと

を知っている。それだけではない。りトワとの戦争も汝らの裏切と悪意そして

無分別な怠慢から始まったのである。

だが汝は肉のために霊を滅ぼし，うつろいやすき栄光のために朽ちぬ栄光を

軽んじ，人にたいし怒りをむけ，神iζ反抗した。哀れなる者よ，汝は身も心も

いかなる高みから~\かなる深みへと落ちしてしまったのかを思ってみるがよ

い。 rもっていると思う者は奪われるであろうJ16)と言われている乙とは汝に
乙そふさわしい。汝の信仰と誌神を思う ζとではなく，自己愛のために己を滅

ぼす乙とであったのか。だがそちらに居る者もm，分別を有しているのであれ

ば，汝の邪悪な毒のζとを理解するであろう。汝が乙のうつろいやすき短い一

生のなかで，栄誉と富とを求めてとれらの乙とを行っており，死を逃れられな

いという乙とをである。もし汝が自ら言うように，正しく信仰深いのであるな

らば，持ゆえ汝は無実の死を恐れたのか。それは死ではなく，むしろ益ではな

いのか問。いずれにせよ，結局のととろ汝も死すべき身であるのだc もし汝が

15)マタイ2:16
16)マタイ 25:29 
17)ポーランド・リトワ国民のζ と。あるいはポーランド・リトワ王国の為故者の乙と。

富子者辻再三にわたって，外交ノレートを通じ，クールプスキーの引き渡しを要求して

pj;こ。

18)ピリピ1:21 
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サタンの僕である己の仲間の悪意ある虚言を言じて，汝にたいする偽りの死刑

宣告を恐れたとしたなら 19) それ乙そ汝らが最初から今に至るまで裏切を意図

していた乙とは明らかだ。何ゆえ汝は使徒パウロの言葉を軽んじたのかD 彼は

言うorすべての人は支配者の権力に従うべきであるo なぜなら神によらない
権力は存在しないからだ。だから権力に反抗する者は神の舎に反抗する者であ

る。J20)乙れをよく見権力記反読する者は神に反抗する者だという乙とを理解

するがよ七、誰でも神iζ反抗するものは背教者と呼ばれるであろう o 乙れ乙そ

最大の罪である。乙れはあらゆる権力について述べられている乙とであ弘、流

血と戦闘によって獲得された権力についてす主あてはまる。だがすで、にわたし

が上記述べた乙とを考えてみるがよい。われらは者国を奪い取ったので、はなかっ

た。だとすればなおのζと，権力i乙反抗する者は神に反抗する乙とになるので

ある。使徒パウロはまた次のようにも述べたが，汝はその言葉をも無視した。

すなわち後詰言う。「僕たちよ，岳分の主人の言う乙とを聴きなさ L、。入iζ佐

える撲のように単に主人の眼の前でのみ偉くのではなく 神に仕える者の如く，

単によき主人にのみならず片意地な主人にたいしても また主人の怒りを恐

れてではなく，自己の良心のために仕え衝きなさい。J21)というのも善を行って，

なお苦しむ乙と乙そ持の御旨だからだ22)。もじ汝が正しく信仰深いのであれば，

何ゆえ汝は乙の片意地な君主であるわたしから苦難をうけ 生命の冠を受けと

ろうとはしなかったのだろうか。

19)ツアーリはクールプスキーの逃亡が，ありもしない「死罪l宣告jを恐れてのもので
あった，と主張する。確かに設は後記ポーランド王に対し，クールプスキーを「軽く
罰しようjとした乙とは認めつつも，亮飛にしようとは考えていなかった，と書いた。

だがルリエーも主張する如く，雷帝がクールプスキーを処刑しようとしていた乙とを

うかがわせる他の記述もあるのであり，少くともクールプスキーが乙れを疑っていな

かった乙とは確かである。彼は逃亡以前に書かれたプスコフ・ペチエールスキー修道
錠への書簡〈ヴ、ァシアンへの第一書簡〉で「パどロンJすなわちモスクワから迫り来

る培雲について語っている。キーナンやスクルインニコフはクールプスキーの逃亡は，

まったくjJljの理由で、なされた乙とを主張するが，訳者は，クールプスキーがツアーり

の迫害を深刻にそして実擦に恐れていたと説くルリエーに賛成である。
20)ローマ13:1-2 
21)エベソ6:5-7，1ペテロ 2: 18，ローマ13:5 
22) 1ペテロ 3: 17 
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だが汝ははかない栄誉と自己愛そして乙の世の吉き快楽のために，己の敬度

なる霊をキリスト教信保と律法とともに完全に諮みにじった。汝は石の上iζ落

ちた種に似ている。それは芽が出て育ったが，太揚が照、り，暑くなると偽りの

言葉によって誘惑されそたちまちのうちに枯れて実を結ばなかったのであるお}。

偽りの言葉記従った汝はまた，道の上iζ落ちた種のようでもある。かくて神の

敵は汝の心から，言葉の種を播いた持にたいする真の信仰とわれらにたいする

こ心なき奉公の念とを奪い去り，己の豆、い通りに歩ませようとしたのであった。

だ、から乙そ神のどの書物に弘子供には父にたいし，撲には主人にたいし，信

仰以外の乙とで反抗してはならないと記されているのだ。汝は己の父なる悪魔

の唆しをうけ，己の偽りの言葉を幾重にも編み乙んで，自分が信仰のためι逃

亡したと主張するかもしれないc ま乙とに乙の信仰のためにわが主なる神は生

き，かつわが魂も生きているお}。だが汝はもちろんの乙と，汝の同輩や悪賓の

従者らも，われらのうちに乙のような罪を認める乙とはできないであろうs そ

れど乙ろかわれらは受肉した神の言葉の助力により，またキリスト教徒の執り

なし手，いとも浄き聖母の'憐れみと全聖人の祈りとにより，汝に乙の回答を与

えようと望んでいる。それだけではない。われらは聖なるイコンを諮みにじ

り，キリスト教の神の奥義を乙とごとく斥け，神を捨て去った者ら(汝は披ら

に好意をもち，その仲間に加わったのである)にたいし，彼らの言葉の産議を

暴露し，信掬を顕わし，神の恩寵がいかに光り輝いたかを広く宣べ伝えたいと

顕っているのである。

汝は己の従撲ヴァスカ・シパーノフにたいしわが身が恥ずかしいとは豆、わな

いのであろうか。彼乙そ己が詰却を堅持し，死の門の傍に立ちながらもツアー

りと全人民の前に，十字架への宣誓ゆえに汝を拒む乙とがなく，逆に力の限り

汝を君主え，汝のために進んで死のうとしたのである 2九汝は信仰の点で、被には

23)マタイ 13章}レカ8:4以下

24)サムエノレ上20:3 
25)ヴァシーリー・シパーノフが主人の手紙を携えてモスクワK来たり，雷帝iζ直接手
護し，苦難をうけながもなおも主人を裏切らなかったとする記述は，上述の如く

(110ページ，注4)，後代のイ云説であろう o (17世紀末のいわゆる瓦aTyx闘 CK観
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るかに及ばなかった。汝はたった一語の怒りの言葉のゆえに，弓の唯一の霊は

おろか，己が父祖の霊をも滅ぼしてしまった。というのも彼らは神の御旨によ

り，わが祖父である大君に奉公すべきものとされていたからであり，彼ら岳身

も霊を尽して死にいたるまで仕え，己が子である汝らにも，わが祖父の子や孫

らに仕えるように命じたからである。だが汝は乙れらをすべて志れ，裏切者の

輩みにならって，犬の如くに十字架への宣誓を破り，キリスト教徒の敵iζ与し

たので、ある。それだけではない。汝はその悪行には援をっぷり，虚言をもって，

天ιむかい石を投げるが如く26¥馬鹿げた乙とを口にし，己の従僕の信仰に恥

じるのでもなく，彼のように己の主人にZ忠実に仕える乙とを拒絶してしまった

のであるo

，汝の書簡をわれらは確かに受けとった。そして注意深く検討した。汝は己の言

葉の裏に蛇の毒をひそませた271，:)だからそれが汝の考えでは捧蜜と蜂房に溝ちた
にがよもぎ

ものであってもお}，実は苦文よりも苦む ¥0預言者が f彼らの言葉は油より柔らか

だが，それは矢であるJ29}と述べている如くである。はたして汝はキリスト教

徒でありながら，キリスト教徒の君主にふさわしく仕えてきたで、あろうか。悪

魔のように毒を吐き出しながら はたして神から授かった君主にたいして然る

CTeneHHa兎 KHlfraIζ器を発する乙の物語は.H. M. カラムジーンによって寂り
あげられ. A.瓦. トノレストイの晃事な物語詩 fヴァシーリーーシパーノフj

(1840年)を通じて，広く知られるようになった。)16世紀の公式年代記(口CP瓦.

XIII， CTp. 383)では，シパーノフは(おそらくは〉国壌で捕まり，ツアーリの下
へ護送され，そ乙でツアーりに「己の主人オンドレイ公の裏切む件を話したjとさ

れている。乙ちらの方が，おそらくは正確であろう。では雷膏がζの書簡のとの笥訴で

記している乙とは事実に反するのであろうか。そうではない。国境で撞まったシパー

ノフが，モスクワで自己の主人を裏切る乙となく，しかも公が逃亡した乙と(乙れ

はモスクワ健からすれば f裏切の件」であった)を明らかにする乙と詰可能であり，
自然ですらあったからである。シパーノフが伺のためにリトワか§ロシア花戻って

きたか，クールプスキーの第一書簡を持参したとすると，捕えられた際R::，その書

簡はどうなったのか，問題は残るが，いずれにせよ彼がツアーリに直接主人の手紙
を渡した乙とはなかった，というのが大方の一致すると乙ろである。
26)ベン=シラの知恵〈シラクの子イエスの知恵)27: 250 
27)詩篇 140 ': 3。
28)詩篇19:100 
29)詩篇55:210 
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ベき尊敬の念を払ったであろうか。汝辻己が書館の言頭i乙費者ぶってノヴァ

ティアヌス流の思想、を書きつけた30)。ノヴァティアヌスと同様に汝は蟻梅の本

質を理解せず，人はその本性を越えていなければならないと考えている。汝は

われらの乙とを「正教信仰において輝いていた」と記している31L確かにその

通りである。だがかつてそうであっただけではなく，今日でもわれらは真実の

信仰によって生ける真の神を宿じている。汝はまた f[わたしが]逆らう者で

あり，良心は癒病におかされている乙とを悟れJとも書いている。 だが乙れ乙

そノヴァティアヌスの思想、であるo 汝は福音書の言葉を理解していない。そ乙

では次のように言われている。 f罪の誘惑の多い乙の世はわざわいだ。誘惑は

必ずやってくるからだ。だが誘惑を来たらせる者はわざわいだ。そのような者

は砥石を首に縛りつけて海の底記沈め§れる方がよい。J32)汝は己の悪意で践が

くらみ，真理を見るととができないでいる。汝は主なる神の玉座必携に立ち，

常に天使らとともに仕える奪格があると患っているのだろうか。世の救いのた

めに生賛の子羊を手ずから屠る資格が汝記あるのだろうか。汝らは邪まな悪

魔の助言者らとともに乙れらすべてを冒漬し，授滑な策略をめぐらしては，わ

れらを疲労困懇させているのではないか。まさにそのために汝らは坊少の頃か

らわが語揮を悪魔の如くに揺さぶり 神の恵みにより父祖からわたしに伝え主

れた支菌曜を奪って，己のものとしたのであったc だが己の帝国を自ら支配し，

己の下撲に支配することを許さなかったからとて 良心が癒病におかされて

いる乙とになるのだろうか。己の下撲に支配されたくないと願う乙とが理性に

30)ノヴァティアヌスは三世紀のローマ対立教皇。薮格な瞳罪と純潔性を強議するあま
り，識悔の意義も認めなくなった。言者は彼があたかも人関白弱さすなわち肉体む

存在を認めぬ者であるかのようにとらえている。なお，原文では HaBaTとなってお
り，ノヴァトゥスと訳すべきであるが〈現に同様の思想をもっノヴァトゥスなるア

フリカ人聖職者も存在した入史上名高いのはノヴァティアヌスの方である。現代

ロシア語の訳者はノヴァトゥスを採用しているが〈また注解者ルリエーも一応藍別

しているが)， OepenHcKaのインデックスでは詞者を等量している(cr予.125，383， 
424) シュテーリン，フェンネノレはノヴァティアヌスとしているo

31)上記116ページ参照。以下雷帝はクールプスキー第一書簡の主張託たいし逐一反論

してし可く。

32)マタイ18:6-7。
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逆らう乙となのだろうか。下僕に支配され，命令される乙とが輝ける正教の教

えなのであろうか。

以上誌俗事iζ関する乙とである。霊魂と教会の乙とに関して言えば，たとい

わたしに伺か小さな罪があったとしても，それは汝らの誘惑と裏切ゆえの乙と

であった。乙とにわれらは[弱き]人関なのであるから。罪を犯さぬ入聞はな

く，神のみが罪を犯さない。汝が人間より聾く，天使に並ぶ存在だと考えてい

るのは間違っている。一体汝は神を知らぬ異邦人について何を言っているのだ

ろう!乙れらの国の支配者は自ら支配してはいないのt:.'oそ乙では彼らの

下撲が命令を下し，また支配している。 ζれにたいしロシアの専制君主は太古

の昔から自ら己が国家を支配し 貴族や高官らが支配したので=はなかった。汝

は邪まゆえ， 乙の乙とを理解できなかった。汝は専昔話がかの司祭33)の支配に服

し，汝らの邪悪な命令に従う乙とを信抑iζ適う乙とと呼んだ。だが神がわれら

に与え給うた権力を自ら所有し，弓祭や罪深き汝ら悪人の支配K践す乙とを顕

わぬからといって，それが汝の考える如く，不信停になるのであろうか。神の

憐れみといとも帯き聖母の執りなし，全聖人の析りとわが両親の祝福によってー

われとわが身を涙びに渡さなかった乙とが，はたして汝らが悪意から考えつい

たように， r逆らってJ理解している乙とになるのであろうか。事実わたしは
汝の悪事のゆえにどれ誌ど苦しんだであろう G 以下に乙の乙とを詳しく書きつ

らねよう o

もし汝が，われらが教会の儀式を然るべく守らず 逆iζ遊び、興じている，

と考えているならば それもまた汝らのを交謂なる策略のゆえなのだ。なぜなら

汝らはわたしを平穏な霊の生活から追い出し，パリサイびとのように負いきれ

ぬ重荷を課し，汝ら自身は指一本貸そうとはしなかったからである 3410 それゆ

えわれらは教会の儀式をしっかりと果たす乙とができなかった。だがそれも

33)モスクワ・クレムリン内のプラコーヴ、ェーシチェンスキー寺院司祭シザヴエースト jレ
の乙と。ツアーリの事実上の懐毎麓閏僧として，若きツアーリiζ大きな影響力をもっ
ていた。 1560年彼はツアーリから遠ざけられる。
34)マタイ23:4。
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汝らが混乱させた帝国の統治を正すためであり また汝らの悪しき絞穏なる策

略から逃れようとしたためであったc 遊興について言えば，それは人語の弱さ

から来ている。というのも汝らが多くの民を滅びの策略へと引きずり込んだの

で，わたしは彼らの弱さの地点にまで下り，乙れをなしたか主だ。それはあた

かも母親が子供にその幼い乙とを理由に遊びを許すが，彼らは成人するや遊び、

を止め，両親iζ教えられ，知恵によってより良きものに導かれて行くのと同様で

ある問。あるいはまた神がイスラエルにたいし，悪魔にではなく神のみに犠牲

をささげる乙とを許したのもこの理由からである。わたしは乙れにより彼ちが

己の君主たるわれらをよく理解し 汝も裏切者に同情を示す乙とのないように

と願った。一体汝らの許では何も気晴らしなどしないというのであろうか。

また汝らにわたしを滅ぼす乙とを許さなかった乙とが，逆らう乙とになるの
場え

であろうか。汝乙そ何ゆえ理性』ζ逆らったのか。汝は理由なく死の恐怖にとりつ

かれ，己が霊と十字架の宣誓を顧みる乙とがなかった。汝は自ら行わずに，わ

れらに助言しようとしているのだ!まさに汝の知恵誌ノヴァティアヌスやパリ

サイびとの如くt:.'oノヴァティアヌスの如くだというのは，汝が人間の本性を

越える乙とを要求しているからであり，パリサイ的だというのは，告らは行わ

ずに他人には行う乙とを求めているからだ。それだけではない。汝らは今なお，

以前の如く，非難と中傷をわれらに浴びせかけている。そして野獣の如く猛り

狂ってあ§ゆる悪事を行い，己が裏切行為に拍車をかけている。非難し中毎す

るζ とが汝らの二心なき 好意ある奉公なのであろうか。汝らは悪魔のように

芽体を震わせながら，己の設猪で勝手な判断によって，神の裁きを待つ乙とな

く，己の頭目たる司祭やアレクセイ36)とともにわたしを犬の如く立裁いている。

それゆえ汝ら乙そ神に逆らう者となっている。汝らは斎戒と精進において輝く

すべての聖なる上人がたを拒み，罪びとにたいする慈悲心をも捨て去った。だが

乙の者らのなかにも，一度は罪広おちたが再び立ちあがり(立ちあがる乙とは難

35) 1コリント13:110 
36)侍従宮アレクセイ・フヨードロヴ、ィチ・アダーシェフの乙と。シザヴ、エーストルと

ともiζツアーリむ宮廷で力を得，いわゆる f選抜会議Jの実質的提導者となる。 15
60年失脚する。
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かしい乙とでiまない!)，苦しむ者に援助の手をさしのべ，罪の深みかち憐れ

みをもって引きあげた者は多いのである。彼らは苦しむ者らを，使誌が言うよ

うに f敵としてではなく，兄弟とみなしてJ37)乙れを行ったのであるが，汝は

乙の教えをも拒んだのだ!乙のようι彼らが悪魔に苦しめられたのと同様に，

わたしも汝ちに苦しめられたので、あるD

ある犬よ，汝は乙れほどの悪事を動きながら，持を書き，訴えようとしてい

るのか。排摺物にも増してひどい悪臭を放つ汝の忠告を何にたとえょうか。そ

れとも汝は己の悪賓の如き共謀者が行った乙と，すなわち{獣医をかなぐり捨て，

キリスト教徒にたいし関いを挑むζとが正しい乙とだと思うているのだろうか。

それとも汝らは，るれは強制的な出家であったと答えるつもりであろうか。だが

それはまったく正しくない。レストヴィチニク 3B}も「わたしは不承不承{車道

生活に入った者が，自色望んで僧となった者よりもー屠正しくなるのを見

たJと言っているではないか。もし汝らが信仰篤いのであれば，何ゆえ乙の

言葉を受けいれないのか。汝は同じく強制的iζ出家させられながら， ~車道生

活を軽んじなかった者を多数知っているであろうo 彼らはティモヒン39)とはま

るで違う。司C乙とは帝王についてもあてはまるo 誰であれあえて隆道生活を

軽んじるような乙とがあれば，決して己のためにはならない。それど乙ろか霊

と肉においてより苦き滅びが襲ってくるのだ。女婿のガーリチ公ロマンの命に

よって出家せしめられたスモレンスク大公リューリク・ロスチスラヴィチの場

合がそうであった4810 これにたいし彼の公妃の篤き信仰は見事であったa 彼は

公妃を強制的な出家から解放しようと欲したが披女はこのうつろいやすき王

37) IIテサロニケ 3: 150 

38) 6--7世紀シナイの神学者ヨアンネス・クリマクス。引用はその F鏡子i第 l章か
らである。 (CM.Depem:lCKa， CTp. 383-384). 

39)ティモフェイーティホン・プーホフーチェチェーリンO クールプスキーと同時代の

軍人。ツアーリの不興を買い，出家を命じられ，後にクールプスキーと同じ頃リト
ワに逃亡した。

40) 12聖紀末一13世紀初頭むキエフ大公， 1203年ガーリチ・ヴ、オルイニむロマン・ムス

チスラヴ‘ィチ公に撞えられ，出家させられたが.1205年還揺した。父はスモレンス
ク大公であったが，リューリクはノヴゴロド，オブ、ルチ公を経て数震キエフ大公位

についたo
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国を望まず，持ちぬ王国の生活を顧って進んで剃髪をうけスヒマ稽41)となっ

た。乙れとは反対に彼は剃髪をうけながら，キリスト教徒の移しい畠を流し，

聖なる教会と修道読を略奪し修道院長や司祭，僧侶らを苦しめた。それでも

彼は己の支配を最後まで維持することができず，その名も完全に忘れさられた。

帝都[コンスタンティノープル]においても乙うした乙とはさらに多く見うけ

られる。ある者は鼻を削がれ，他の者iま{曽殻iζ身を包みながら再び帝位にかけ

上り，そして乙の世では苦き死 ~c.，あの世で、は永遠の苦しみにあっている。自

己愛と奪りからこれをなしたからである42)。以上は支配者たちの例である。下

撲たちに関しては言うまでもなかろうむ諺道生活を蔑ろにする者iζは神の裁き

が待っている。最近多くの者がいとも大いなる会議の決定により出家せしめら

れた到。彼らがもし以前の名誉ある地位に復帰したとするな色，あえて乙れを

行わなかった彼らの先人に比し，一層薮しい[神の裁きにあうであろうJ

ζのように己の悪賓の習いに従って不信心を重ねながら，汝告はなお信郎深

いと考えるのだろうか。それとも悪魔の習いに従い，著り高ぶって乙のような

書簡を送ってくるとは，汝は己をイスラエル第ーの勇者，ネノレの子アプネノレ44)

であるとでも思っているのか。だが彼には荷が起とったで、あろうか。サルヤ[ゼ

jレヤ]の子ヨアブが彼を殺したとき，イスラヱルは弱くなった。神の街加護iと

より得られた敬広たいする f輝かしい勝利jが註明したではないか〔と汝は反

問するだろう。]まさに汝は著り高ぶっていたず、らに誇るばかりだ。汝と同様

託行動したかの者[アブネノレ]を豆、うがよい。汝は|日約聖書がお好みらしい。

ならばわたしは汝を設に準えよう。彼はサウルの側妻レスフア〔リヅパ]を奪

41)スヒマはロシア修道制の最高の最も薮格な位階。
42)ピザンツ皇帝ユスティニアヌス二世ワノトメトス(685~ 95 ， 705~ 11 ) ，レオン

ティウス (695~8)，アナスタシウス二世 (713-16) の乙と。前二者は鼻を前が
れ，後者は一度出家しながら再度帝位をねらったが失敗した。
43)雷帝がどの会議，また誰のことを念頭においているのか明らかではない。ルワエー

は50年代の諸教会会議で異端として断罪されたマトヴェイ・バシュキンやフェオドー
シー・コソイなどのζとではないかと推察している。

44)以下ネノレの子アプネルに関して誌，サムエル記下第2--4章を参照。ただし，アプ

ネルを非難したのは，メムフィオス〈メピポセテか〉ではなくイシボセテである。
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い，己の主人iζ恥辱を与えた。そのとき彼の武勇は彼にし 1かなる益をもたらし

たであろうか。サウノレの子メムフィオスが乙の乙とで彼を非難したとき，彼は

立腹し，サウjレの家を出て，ついには滅んでしまった。汝は己の悪魔の習いに

おいて彼に桜ている。汝も高ぶって分を越えた名誉と富とを求めているのだ。

アブネルが弓の主人の側妻を奪おうとしたように 汝もまた神がわれらに与え

給うた町や村を奪い，猛り狂いなが主，同じく不信心を重ねたので、ある。それ

とも汝はわたしにダゼデの嘆きの歌を想、えというのであろうか。だが彼は正し

きツアーリであった。殺人は泥したが 望んでの乙とで、はなかった4514 と乙ろ

が不信仰者は己の誠びのうちに誠びる。晃よ，誰でも主人を敬わない者は，武

勇も助けとはな与ないのであるo だがさらにアヒトベノレの例を出そう 46)。彼.

も汝同様アブサロ.ムにたいし，父i乙刃向うよう悪しき助言を与えた。だが彼の

助言はその後長老フセイの知恵によって斥けられ'破綻してしまった。かく

て全イスラエノレがわずかな人びとによって狂服され，彼は総死をとげて，誠び

i乙至ったのである。事需は以前と同様，今日も変らない。神の憲みは~~P とこ

ろに現われる4九教会にたいする汝らの悪魔の如き反逆はキリスト御自身が打
い託しえ

砕かれるのである。往古の背教者ナヴァシチ〔ネバテ]の子エロヴォアムを見

るがよい4830彼はいかiζ してイスラエjレの10部族とともに背反し，サマリアに

王国を建て，生ける神から離れて子牛を崇拝したのであろうか。とのサマリア

王国はツアーリらの軽挙妄動により混乱に諮り，やがて滅亡したのである。

乙れにたいしユダは，たとし吋¥国であっても秩序立っており，神の望まれる時

まで存続した。 rそれはエフライムの雌牛の如く暴れ出したJ49)と預言者が言う

とおりである。また言われている。「エフライムの子らは急ぎ弓を取り，ヲi較っ
おきて

たが，戦闘の自に引きかえした。彼らは主の命令を果さず，主の律法のうちに

歩む乙とを望まなかったからである。J50) r入よ，戦いを止めなさい。人との戦

45)サムエル下第 1章。
46)サムエル下第17章。
47) IIコリント 12:9。
48)列王紀上11: 26訟下。
49)ホセア4: 16-17。ヱフライムはイスラエノレをさす。
50)詩篇78:9-10。
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いで‘は汝は敗れたり，勝ったりするだろう o だが教会との戦いでは，汝は必ず

や敗れるであろうo 先の尖った杖を諮めば大いに痛む。それでも踏み込めば，

足は血だらけになるであろう。海は波立とうと荒れ狂おうと，イエスの船を沈

める乙とはできなL、。われらは五の上に立っているからだ。われらには船長の

代りにキリストカ丸、る。漕ぎ手の代りには使徒，船員の代りには預言者，蛇手

の代りには殉教者と上人がたがついているo 彼ら全員のおかげで，たとい全世

界が荒れ騒どうとも，われらが沈む恐れはない。乙のように汝はわたしを輝け

る者となしながら 己は滅びへと向っているのである。J51) 

汝はなぜ支配者たる者が野獣の如く猛り狂ったり， [逆に]黙って静まった

りすべきではない乙とを理解できなかったのだろう o 使徒は「ある者詰熟震の

上憐れみ，地の者は火中からヲ!き出して，恐れの念をもって救いなさいJ52)と

述べている。汝も見るとおり，使徒が威嚇をもって救うよう命じているのであ

る53)。乙のように信侍篤きツアーリ告の時代にも，汝はさらに激しい迫害が数

多くあった乙とを認めるであろう oー報ツアーりたる者が，汝が愚かにも考える

ように，その時々の状況記関わりなく，常iζ同じように振舞う乙とができるだろ

うか。強盗や盗人カ;懇罰を免れうるだろうか。〈授精な策轄をめぐらす者は一層

危険であるけもしそうなち どの王国も混乱と内紛で分裂してしまうであろう o

はたして牧者たる者は三の臣民のt昆乱に注意を払わず1ζおるべきであろうか。

汝は悪漢を受難者と呼んでいるが恥ずかしくはないのであろうか。誰が何

のために苦しむのかを見究める必要がある。使徒も「誰でも正当に，すなわち

信仰のゆえに苦難を受けるのでないならば，冠をうける乙とはないJ54)と叫びな
:>1:-， 争ウス舎

がら訴えている。聖金口と大アタナシウスもその著述のなかで次のように記し

51)4-5世紀の神学者聖金臼ヨアン(ヨアンネス・クヲュソストモス)の説教ないし
書簡からの引用。 (cf.Fennell， 34-35)。

52} ユタ'~22-23。

53)以下言帝は，ツアーりたる者が威嚇，すなわち力をもって支配すべき ζとを説くの
であるが，その論拠とした上記 fユダの手紙jの第23節では f恐れの念とともにj
とあるのみである。雷帝はとれを「威嚇〔ないし恐怖〕をもってj と解釈してい
る。

54)11テモテ 2: 5 
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ている。 r盗人や強盗，悪党や姦通者は苦しみをうける。彼らが祝福をうける

ことはない。彼らは神のためで、はなく，己の罪のために苦しみをうけてい

る。J55)神の捷徒ペテロも f善を行って苦しむ方が，悪を行って苦しむより優っ

ているJ56lと述べている。汝は乙れにより，どとでも悪事を欝く者の苦難が称

えられているわけではない乙とを理解したであろうか。汝らは己の悪麗の習い

ゆえに蛇の誹濯物に似ている。汝らは毒を吐きながらト入の犠悔も，律法違反

も，その時々の状況も一切顧みることなく，己の設請なる裏切を悪魔の策略と

舌先三寸でおおい隠そうと欲しているD

はたしてその時々の状況に応じて生きる乙とは理性記逆らう乙となのであろう

か。ツアーリのなかのツアーリ，偉大なるコンスタンティヌスの乙とを想ってみ

るがよい。彼は帝国のために実の子を殺したので、はなかったか， 57)また汝の先祖

プヨードjレ・ロスチスラヴィチ公は，復活祭のときにスモレンスクで七、か誌ど

の阜を流した乙とだろうo しかも彼らは聖人iζ数えられているのである!

神の御心と御旨にかなうダビデはどうであっただろう c 彼はエノレサレムiζ受け

いれられなかったとき，彼の霊を詣むヱブスびとや足なえ，めしいを乙とごと

く撃つように命じなかったで、あろうか 5九汝は神に選ばれたツアーリを受けい

れようとしなかった者らを，なぜ殉教者に数えいれるのか。 ζのように詰伺篤

きツアーリが，か弱い民にたいしても己の力と怒りとを示すのを，汝はどう豆、

うだろうかc それとも今日の裏切者はあれほどの悪事は動かなかったとでも言

うのであろうか。とんでもない。彼らはもっと悪費である鈎)0 前者はただ

入城を阻止し しかも失敗したのであったが，後者は神から授かり，彼らの菌

55) cf Fennell， 36-37. 
56) 1ペテロ 3: 17 
57)コンスタンティヌス大帝の長子クリスプスは326年薮逆罪の廉で処刑された。
58)上記「クーjレプスキー第一書簡j訳註10)を参類。
59)サムエノレ下5: 6-8。
60)乙乙で言う「今日の裏窃者jとは1553年，雷帝が痛床にあったとき，後継者(ディ

ミートリー)への宣誓を拒否した〈と雷膏が考えた〉貴族，側近らまたスタリツキ一
公らのグループの乙とであろうと思われるが，神iζ選ばれたツアーリである雷帝に

反抗した者たち一般の乙とともとれる。
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で帝位iζ生れついたツアーリを，一度は受けいれながら拒絶したのである。彼

らは十字架の誓いを破り，ありとあらゆる手段で， すなわち言葉と行為によ

り，また秘かに策略をめぐらして，なしうる霞りの悪事を欝いたのである。前

者よち後者の方がはるかに厳しい処罰にあうのは当然である o もし汝が「前

者の悪事は公然たるものだが後者のそれは穏れたものj と反論するのであれ

ば，それ乙そ汝らの悪魔の習いがより悪質である乙とを示しているo 汝らの善

行と奉公は入の眼iζ明らかだが，汝らの心からは破滅へと導く策略と悪行，死

の破壊が出てくるD 汝は口では称える。だが心では呪っている61)0 と乙ろがツア

ーワたちの支配iζは称費すべき事柄も数多くあるのである。ツアーりたちは己
泣か~どと

が帝国のあらゆる混乱を鎮め，悪魔にも{以た者共の悪行と謀略を斥けた。ツアー

リたる者は常に十分に警戒していなければならなι場〉らだ。あるときは柔和に，

あるときは厳しくあらねばならなL、。善人記は憐れみと擾しさを，悪人には激

怒と苦難を与えるのである。それができない者はツアーリではない。ツアーリ

辻善行ではなく，悪行Kとって恐怖であるc もし汝が権力を恐れたくないのな
ゆえ

ら，善を行うべきだ。悪を行うなら，恐れなければならない。彼は理由なく剣

を帯びているわけではなしゅ〉らだ。彼は悪を行う者に復讐し，善を行うものを

賞賛する62)。もし汝が善良で正しいのなら，会議の席上で炎が燃えあがったと

き，何ゆえそれを諮さずに，むしろ麗りたてたのか日)!)汝は己の賢き知恵の助

言によって悪しき助言を無効にすべきで、あったのに，むしろ毒麦をー屈に播い

たのであるo 預言者の次の言葉は汝に乙そふさわしい。「見よ，汝らは皆火を

燃やす。[悪しき]助言に従って自ら燃やした火の炎のなかを歩むがよい。J64) 

一体汝は裏切者のユダと同類ではないだろうか。彼は使徒たちと共に過ごしな
よしみ

がら，他方ではユダヤ人とも誼を通じ，金銭のために万人の共通の主に猛り狂っ

て怒りをぶつけ，彼を死へと渡したc 乙れと同様に汝もわれらとともに暮らし，

61)詩篇62:4 
62)ローマ 13: 3-4 
63)再び1553年の宣誓拒否事件の乙とであろうo
64)イザヤ 50: 11 
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われらのパンを金し，われらに仕えると誓いながら，心で"まわれらにたいしあ

らゆる悪事を金んだのである。 はたして汝は一切の邪心なしに，万事において

善を願うと誓った十字架の宣誓を守ったであろうか。汝の悪しき策略以上に悪

質なものがあるだろうか。賢者が「蛇の頭にまさる頭はなLリ65)と言う如く，

汝の悪事にまさる悪事はないのであるo

それなのに‘汝がわたしの霊と肉の教師などでありえょうか。誰が汝をわたし

の裁き人また主人に在命したのだろうか。それとも汝は最後の審判のB'Cわが

霊に代わって答えてくれるのだろうか。使徒パウロは言う or宣べ伝える者が
いないのに，どうして言ずる乙とがあろうか。遣わされないのにどうして宣べ伝

える乙とができるだろうか」鮒と。乙う言われたのはキリスト降臨の時代の乙

とであった。と乙ろで汝は一体誰か§遣わされたのか。誰が汝を，汝が厚かま

しくも自称する教舗の位につけたのかむ使徒ヤコブは乙れを否定して次のよう

に言っている。 r兄弟たちよ，汝告のうち多くの者は教師にはならぬがよL、。
汝ちはそれによりますます罪が増し加わる乙とを知っているのだから。われら

は皆多くの過ちを犯すものであるo 言葉において罪を犯さぬ者は完全な人であ
〈つわ

り，全身を制御する乙とができるo 馬を御するためにその口に轡をはめる者も

同様，馬の全身を引きまわすととができる。また船を見るがよL、。それがいか

に大きく，また激しい嵐に吹きまくられようと，小さな詑一つで、操縦者が望む

方向に進められる。同様に舌も小さな器官であるが，よく大言壮語する。また小

さな火でも何と多くのものを療やす乙とだろう!舌は火，不義の飾りである。舌

はわれらの器宮の一つにすぎないが，全身を汚し，生命の車輪を焼きつくし，

自らも土産識の火で壌かれてしまうG 獣や鳥，這うものや魚などあらゆる生きも

のは入障によって支配され，宣言L母11らされている G だが舌を支記するととの

できる者は一人もいな~'0その悪は死の毒に満ち 制御不能だ。われらはとの

舌で樟と父を称え，同じ舌で神iζ桜せて創られた人間を呪っているo同じ口か

ら賛美と呪いが出てくるのである。愛する兄弟たちよ ζのような乙とがあっ

65)ベン=シラ 25: 15 
66)ローマ 10': 14-15 
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てはならない。泉が同じ穴から甘い水と苦い水を出すととがあるだろうか。わ

が兄弟たちよ，いちCくの木がオリーフ*の実をつけ，ぶどうの木がいちじくの

実をつける乙とがあるだろうか。また一つの泉が塩からい水と官い水を出すだ

ろうか。汝らのなかで知恵があり物わかりのよい者は，知恵にかなう柔和な行

いを善き生活によって示しなさい。もし汝らが心のうちに苦きねたみや争いの

念を抱いているなら 誇つてはならないa 真理にそむいて嘘をついてはならな

L 、。とのような知恵は上から捧りてきたものではなく，地と霊と悪魔に震する

ものであるo ねたみや争いのあると乙ろには，混乱とあらゆる悪がある。しか

し天の知恵はまず第ーに清く，ついで平和で優しく，従頼で，憐れみと善き実

に潜ち，疑いを知らず，偽りがない。義の実は平和をっくり出す入によって柔

和のうちに播かれる。汝らのなかの争いと罵り合いは一体ど乙から来るのか。

汝らの心のなかで荒れ狂う情欲からではないのか。汝らは欲するが得られない。

そ乙で人殺しをする9 汝らはねたむが手に入れるととはできない。そとで罵り，

戦う。だが得られない。それは求めないからだ。求めても得られないのは，悪

い求め方をするからだ。また情欲のために用いるからだ。神に近づきなさい。

そうすれば神も汝らに近づいて乙られる。罪びとよ 手を浄めなさい。二心あ

る者よ，心を浄めなさい。兄弟たちょ，互いに中毎しあってはならない。己の

兄弟を中傷し裁く者は，律法を中毒し，律法を裁くのであるe だがたとい汝が

律法を裁くとしても，汝は律法の創造者でも審判者でもない。立法者と審判者

は一人であり，乙の方乙そ救う乙とも滅ぼす乙ともできる。しかるに友を裁く

汝は一体何者なのであろうか。J67) 

それとも汝は帝国が無学な可祭と邪悪な裏切者どもにより支配され，ツアー

りが命令される乙とを輝ける敬神の業と考えているのであろうか。無学な輩の

口を封じ，意悪なる者どもを斥け，神iζ選ばれたツアーリが自ら君臨する乙と

が理性に反し，長心が癒病におかされている乙とになるのであろうか。だが汝

は司祭らによって支配された帝国が必ず巌壊するであろう乙とを知るであろう o

それにもかかわらず汝は一体何を追い求めているのか。ギリシア人の如くに，

67)ヤコブ 3， 4: 1-3， 8-12 
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靖国を滅ぼし， トルコ入ι屈服する乙とをであろうか。われらιも乙の滅びの

道を薦めようというのかc このような誠びはむしろ汝の頭上にあるように!ま

さに汝は使徒がテモテι書いたような者たちに似ている。 fわが子テモテよ，

乙の乙とを知っておきなさい。終りの自には苦難の時が始まるc 人びとは自分

を愛する者，金銭を好む者，不遜なる者，徴慢なる者，言漬する者，親i乙反抗

する者，患を忘れる者，不浄な者，無靖な者，中傷する者，密告者，無節髄な

者，粗暴な者，善を好まぬ者，裏切者，車顔な者，麗慢な者，神よりも快楽を

愛する者，信心深く装いながらその実苔却を捨て去る者となるであろう。汝は

ζれらの者を避けなさい。彼らは常に学んでいるが，様々な欲望に惑わされて，

決して真の知恵に達するζとはで、きなかったので、ある。ヤンネとヤンブノレがモー

セに敵対した如く，彼らも真理iζ敵対する。彼らの知識は襲っており，信抑は

設えられていない。設らが多くの点で乙れ以上iζ成功する乙とはない。彼らの

愚かさはかの者らの場合と同様，万人の隈に明らかになるであろうoJ6Bl

それとも奇祭や不遜きわまりない設滑な下僕が支配し，ツアーりは単lζ玉座

にあって，ツアーリとして尊敬されるのみで，権力の点では下僕に優ると ζろ

がないというのが光なのであろうか。ツアーリが帝国を治め，支配し，下撲は

設の命令に下撲として従う乙とを題だというのであろうか。彼自らが統治せず

に，どうして専制君主とよばれるだろうか。使徒パウロはガラテヤびとに乙う

語っている。 r相続人が子棋である間は彼は下撲に優ると乙ろはない。伎は
父の定める時までは家令や後見人の下におかれている。j だがわれらはキリス

トの恵みにより，父の定める年齢になったので，もはや家令や後見人の下にお

るべきではないのだ。

汝はまたわたしが一つの言葉をあれ乙れ言L、かえているにすぎないと言うの

だろうか。だがそれもすべては汝らの悪魔の知き策略に原因と責任があるのだ。

というのも汝らは司祭と謀って，わたしを名目的な君主に祭りあげ，実擦には

汝らが司祭とともに君臨するように企んだからである。すべてはそのために起つ

68)韮テモテ 3 : 1-9 
69)ガラテヤ 4 : 1-2 
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t主IJるりと'と

たのだ。それも汝らが今日まで悪しき謀略を思いめぐらしてきたからだ。想い

起すがよ~ ¥0 神がイスラエルを奴隷の王手分からひき出されたとき，神は民を治

めるのiζ聖職者や多数の指導者を立てたで、通うろうかc そうではなかった。神

はモーセ一人をツアーリとして民の支記者としたのであった。だがモーセは祭

司載記つくようには命じられなかった。禁司iご命じられたのは彼の兄弟アロン

であった。他方アロンは民を治める乙とを一切禁じられた。それでもアロンが

民を治めたとき，彼は民を主の道からはずれさせてしまったのである70)。だから

よく注意すべきである。祭司はツアーリの職務を果すべきではなし、同様にダ

タンとアピラムが権力を奪取しようと望んだとき，彼らはし、かに滅び，いかに

多数のイスラエノレ人を滅び、に導いた乙とであろう問。乙のような滅びは汝ら貴

族に乙そふさわしいのだ!この後イスラエルの土時にはイエス・ナヴィン〔ヌ

ンの子ヨシュア]が，祭司にはエレアザノレがなった。それ以蜂祭司ヱリの時ま

で以下の士師が支配した。ユダ，パラク，エフタ，ギデオンその佐多数である G

彼ちは散にfこし、しし坊主l乙輝ける勝利を博し，イスラエノレを救った乙とであろう D

だが祭司エリが祭司識と世俗権力とを一身に帯びたとき，たとえ彼自身は正し

く善良であったとしても，聖俗両権力から富と名声が生み出される乙とになっ

た。かくて彼の二人の息子ホフニとピネハスは真理から迷い出て，彼自身も二人

の患子とともにおぞましき死をむかえる乙とになった。全イスラエルもまた敢

に破られて，主の契約の籍はダピデ王の治世までEわれてしまったのである72)。

汝は見たでるろうか。祭司職と指導者の身分はツアーリ権力とは相容れないの

であるc だが以上は田約聖書における事例である。新たな思寵の時代，ローマ

帝国において，ギリシア入の簡では汝らの悪魔の如き願L、通りの事が起った。

皇膏アウグストゥスがし、かにして全世界を支配したかを見るがよい。彼はアラ

マニヤ， ダノレマチア， イタリア全土， ゴート入，サノレマート人，アテネ人， シ

リヤ，アシア，キリキヤ，アジア，両河地方，カッパドキア諸国，ダマスクス

70)出エジプト 32章
71)員数 16章

72)サムエノレ上 1-4章
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の都，神の都エルサレム，アレクサンドワア，エジプト国家さらにはベルシア

諸国をも征服した7310 乙れらの国々はすべて長期にわたって単一権力の下にあ

り，それは信仰において第ーの大帝コンスタンティヌス・フラヴィウスの治世

まで続いた。だがその後彼の子供らが権力を分割した。コンスタンティヌスは

帝都fL.，コンスタンティウスはローマ記，コンスタンスはダ、ルマチアに君臨し

た判。それ以来ギリシア国家は分裂され，疲弊L始めた。またマノレキアヌス

帝均治世にもイタリ 7で多数の諸侯 地方権力者が 汝らの悪魔の策略の如

くに叛乱をお乙し レオ大帝76)治世にはその各々が アフリカのジンジリヒ王

や他の多くの者のように それぞれの地方を支配するに至った。乙れ以後ギリ

シア膏国の秩序はまったく廃れ，皆ただ権力，名声，富を求める乙とに精を出

し，互いに戦って自滅してしまった。デュラキウムのアナスタシウス・ディコ

Jレス治世 77)にギリシア国家はさらに衰えたc ペルシア人が戦いを挑み始めたか

らだ。彼らはメソポタミア府主教管区を奪いとった。また乙のときヴ、イタリア

ンのような軍人が多数蜂起し軍勢を率いてコンスタンティヌスの蔀の域壁に

おしょせた。マウリキウス治世間にもギリシア国家はしサこく病み衰えた。迫害

者フォーカス治世79)記はペルシア王ホスローがトラキアを奪った。ついでへラ

73)アウグストゥスの証寵した地方名のうちアラマニヤはゲルマン人地域，アシアとア
ジアが区別されている理由は不明。南河地方はメソポタミアむ乙と。

74)コンスタンティヌス大帝の残 (337年〉後，帝国は三人の子の詣で次のように分裂

された。すなわちコンスタンティヌス二世が西方の皇帝となり(イヴァンはむしろ

東方の皇帝としている入コンスタンティウス二世が東方む皇帝としてアジア藷属

州，トラキア，エジプトを領し(イヴァンが記す如くローマをではなく)，コンス

タンスは，イタリア，アフリカ，バルカン諸属鮒を毎た。

75)ピザンツ皇帝在位450--57

76)同 在位457--74.ジンジワヒはヴアンダル王ガイセザック (428--77)

の乙と。

77)ピザンツ皇帝在位491-518，その治世の502-505年帝国詰ベルシアと戦い，メ

ソポタミアの若干む都市を失った。 515年iζはトラキアでヴイタリアンが蜂起した

が，失敗した。
包括〉ピザンツ皇帝在盈582-602

79)向 ・ 在位602-10，ペルシアのホスロー王〈二世590-628)は610年iζ

小アジアに進出し，その後コンスタンティノープJレを包囲するなど，版図を東西iζ

誌大した。
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クリウス80)が弱体往した帝国を手にしたが州長官や高官議員らは皆互いに

権力と富を求めて戦いを止めず 町や弁|や所領を奪い続けた。ギリシア帝国は

乙れらすべてのととゆえに崩壊寸前となった。鼻なしユスティニアヌス治世 Sり

になるとギリシア人は蜜族Kよって手厳しく打ち破られ，多数の戦士が舞れた。

乙の頃ブ、ノレガリア国家が独立していった。だが州長官や議員などすべての権力

者は権力を求めて互いに戦う乙とを止めず己の欲するものをすべて手記入れ

ようとした。都市でで、も地方でで、も稜らの所領と富は数えきれぬほど

者が述べる通りでで、あるo r彼らの馬は数限りなく，彼らの財宝も数えきれな
いロ彼らの娘たちは縞麗に錦られた教会のようにめかしたて，着飾っている。

彼らむ倉は満ちあふれで，乙;まれ落ちそうだD 彼らの羊は多産で，放牧地に繁

殖するc 彼らの雄牛は肉づきがよく，疫病で揖れる乙とも，盗まれるととも，

逃げ去る乙ともない。その牧場には悲嘆の叫びがあがる乙とがない。J82) 

汝は ζれらの人びとを，汝らの悪魔の願い通りにほめ称えているが，それは

何ゆえであろうか。彼らの本性は預言者が fだが神の民，彼らの主なる神は

い……J83) と語るとおりであるo 預言者イザ、ヤも語る or汝らは何ゆえ不
法を積み重ねて，なおも打たれようとするのか。汝告の頭は乙とごとく病み，

汝らの心は乙とごとく悲嘆にくれている。足から頭まで完全なと乙ろはなく，

かさぶたと潰蕩と火傷ばかりt::o 張るべき膏薬も，塗るべき油も，巻くべき包
帯もないc 汝らの地は荒れ果て，汝らの胃は火にて焼かれ，汝らの国は自の

前で異邦人により食らい尽される。それは異邦人に破壊され，住む者もいない。

シオンの娘がぶどう娼の小量のように，果樹冨の果実量場のように，ただ一入

残った。忠実な者たちの町シオンがどうして遊女となったのか。それ詰正しい

裁きに議ちていた。真実がそのうちに宿っていたの託，今は人殺しばかりだ。

汝らの銀には不雑物が混じり，毘酒屋はぶどう酒iζ水を混ぜている。汝の公たち

は{言師を捨て，盗賊の仲間に入り，賄賂を好み，報酬を追い求め，誕児に法の

80)ピザンツ皇膏在位610-41

81)ユスティニアヌス二世リノトメトスのとと。注42)を参照、。

82)イザヤ 2 : 17，詩篇144: 12-14 

83)原文の意味，出典不明。
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震護を与えず，寡婦の訴えiζ耳をかさなも'0それゆえ万軍の主なる神，イスラ

エルの強き神が乙う言われる。『ああ，イスラエノレの強者にわざわいあれ。わ
あと

が怒りは敢にたいし止む乙とがなく，わが仇にたいしわたしは裁きを行う。わ

たしは汝にわが手をあげ，汝を焼いて浄めるc わたしは不信仰者を滅ぼし，無

法者を汝から取り除く Q 高慢なる者をすべてうち砕く。とうしてもとのとおり

に汝の裁判官を立て，初めのとおりに汝の顧問宮を立てる。それ以後汝は正義

の雷T，母なる町，志実なるシオンと唱えられる。正しい裁きと構れみをもって

IEIわれの身から救い出されるからだ。だが無法者と罪びとはともにぬぐい去ら

れ，主を捨て去る者は滅びてしまう o なぜなら後らは自ら論じ合った謂像のゆ

えに辱かしめられ，自ら創づた神像のゆえに顔を赤らめ，自ら望んだ果樹園ゆ

えに恥Cいるだろうからだ。彼らは葉のない果樹， 71<のない果樹菌のようにな

るであろう o 彼らの強き力は麻くずのようになり，彼らの業は燃える火花のよ

うになる。無法者と罪びとはともに焼かれ，それを消す者iまし1ないoj)84) 

その後アスピマjレ，フィリピコスまたアドラミュテイオンの賓のテオドシウ

ス85)の治置に，ペルシア入がエジプト地方とダマスクスをギリシア人から奪っ

た。同様に膿壊者コンスタンティノス86)の治世にスキタイ人が離反した。つい

でアルメニア人のレオ，アモリア入ミ'カエjレまたテオフィロス87)の治世にはロー

マとイタワア全土がギリシア帝国から離説した。彼らはフランク奥地から出た

ラテン侯カー jレ樹を自らのツアーリに選んだ。そしてイタリア各地~(.，王，侯，

総督，長官を立てた。司様iζオーストリア，イスパニア，ダjレマチア，またフ

ランク入，上ドイツ入，ポーランド入，リトワ入，ゴート人，ヴァラキア入，モ

84)イザヤ 1 : 5-8， 21-31 
85)ビザンツ皇膏ティベワオス三世〈アスピマル在位698-705)とフィリピコス(パ

ルダネス711-13)はアラブ人〈ベルシア人ではなく〉とプノレガワア人と識しく戦っ

た。テオドシウス三置は在位715-170
86)コンスタンティノス五世コプロニモスの乙と。注9)参照，乙乙で言われているス

キタイ入試おそらくブルガリア人の乙と。
87) ピずンツ皇苦レオ五世 (813-20)，ミカエル二世 (820-29)，テオフィロスー

世 (829-42)

88)フランク王カーノレ大帝 (768-814)が(酉〉ローマ皇帝として戴冠されたのは800

年の乙とである。それゆえレオ五世らより以龍のととであった。
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ノレダヴィア入， さらにセルビア入，ブルガリア人が各自の支配者を立て，ギリ

シア帝国から離脱していった。かくてギリシア帝国は大いに乱れ崩壊せんlまか

りになった。またミカエノレと信仰篤きテオドラ皇妃89)の治世H:，ペルシア入が

神の都エルサレムとパレスチナの地，フェニキア諸地方を奪取したc地方帝都

も西方から薮しい圧力にさらされ捨めた。あらゆる方向から頻繁に襲撃と戦争

がしかけちれ，動揺しだしたのである。だが州長官や議員たちは皆，己の悪習

を改めもせず，帝国のかくの如き惨状を案ずる乙ともなく，帝国の滅亡をただ

ただ夢，幻の如くに考えていたのである。

汝らもまた彼らと同様K~ 己の悪魔の欲望に従って分に逼ぎた栄光と名声と

富を得んと望み，キリスト教徒の滅び、を頼っている。まさに乙のようにしてギ

リシア人は多くの国々に貢程を納め始めた。以前iとは彼ら自身が貢租を取り立

てていたのだが，その後被告が支払いを始めたので、ある。それは汝ちの悪しき

校滑な金みによって惹き起されたのと同様の，冨の混乱のゆえなのであって，持

が望まれた乙とではない。乙のようにして帝都は厳しい圧力にさらされる乙と

となった。それはアレクシオス・ドゥカス・ムルズフロス帝治世まで続いた。

乙のとき帝都はフランク入に奪われ悲穆な占領時代を体験したのであった制。

乙うしてギリシア国家の荘厳と美はまったく失われてしまった。 だが後記パラ

イオロゴス朝初代皇帝ミカエルきりが帝都からラテン入を追い出し，苦境に立つ

帝冨を再建した。帝国はドラガーセスとよばれるコンスタンティノス帝治世ま

で続いた問。だが乙の皇苦のとき 神を知らぬマホメットがわれらキリスト教

徒の罪ゆえに，激しい風と嵐のように押しょせ，ギリシア膏匿を跡かたもなく

破壊しさった。

よく注意し，悟るがよ七、権威や権力が多数ばらばらにあるときには，いか

89)ビザンツ皇子告ミカエル三世 (842-67)，テオドラはその母。 ミカエル幼少期の摂
政。乙乙のベルシア人も正確にはアラブ〈サラセン〉人とあるべきと乙ろ。
90)ピザンツ皇帝アレクシオス五世(1204)の治世記おけるラテン帝国(1204-60の
成立。

91)ミカエル八世(1261-82)
92)コンスタンティノス十一世(1449-53)
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、に統治される乙とになるのかを。そ乙ではツアーワたちが州長官や議員らに従属

したために，滅び、に至ったのではなかったかc 汝はわれらも乙のような滅びの道

を歩むよう助言するのであろうか。帝国記秩序を与えず，悪事を行う者共を抑え

もせず，かくて脅国を異邦人の破壊に委ねる乙とカヰ言仰深いζとなのであろうかG

それとも聖なる教えはかの地においてとそ守られた，と汝は主張するのであろ

うかc ああ，素晴しい。まったくそのとおりだ!だが己の霊を救う乙とと多数

の人びとの霊と肉体に配慮する乙とは別のととなのだ。一人で精進する乙とと

共往の修道院生活を行うことは別でるる。教権とツアーリ支配も別であるo精

進を行う乙とは持人とも争わない子羊となる乙とに似ている。あるいは種を播

く乙とも，メきるととも，集めて倉にしまい乙む乙ともない鳥となる乙とに似て

いる鈎o だが共往生活においては，たとい僧らが世を捨てたとしても，種々講

整し配慮する仕事は残っている。時には罰する乙とも必要となるc もし乙れを

怠るならば，共往生活は崩壊してしまうであろう o 乙れにたいし聖なる権威は

怒りの感情、名声と名誉を求める心，着錦ること，人の上痛につく乙とを控え

るよう，言葉をもってまた十分な根拠にもとづいて，厳しく教えるよう要請す

るo それらはイ曽信にはふさわしくないからだ。他方ツアーリの統治には，校講

な極悪人どもの無分別を抑えるために，威嚇，掠圧，制御，絶対的禁止とそが

ふさわしい。精進生活と共往生活教権と俗権の乙の桔違をよく弁えるべきで

あるo はたしてツアーワが 一方の頬を打った者に他の頬をさし出す鈍}のは正

しいととであろうか。もちろん乙れは最高の或律である。だがツアーり自身が

名誉を軽んじたなら，いかにして帝国を治めることができょうか。それは聖職

者記はふさわしい乙とであろう oだから教権と俗権の椙違をよく弁えるべきで

ある。汝は世を捨てた槽侶たちの揺にすら幾多の懲罰の例を見出すであろう o

それは死罪であるととはないが，きわめて重い罰である。もしそうであるなら

ば，ツアーりが悪事を鋤く者どもを罰するのはまったく当然の乙とであろう o

だから汝らはどの町や地方Kあろうとも，その地を支配しようなどとは望ま

93)マタイ 6 : 26. 

94)マタイ 5 : 39 
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ぬがよい。ノレーシの各都市に都市長官や地方長官がいたとき，乙のような野望

から何が起り，いかなる荒震がもたらされたか，汝は己が無法の眼でよく克た

であろう 95)。それがし1かなるものであるか，汝は以上記した乙とからよく理解

できるでるろうa 乙れiζついては預言者が， r妻に支配される夫はわざわいだ。
多くの者に支配される都市はわざわいだJ96)と述べているc 多数者の支配が婦

人の無分別にいかに叡ているかを見たであろうか。もし[人びとが]一つの権

力の下にないとしたら，いかに強く，勇敢で，賢くとも，彼らは無分別な婦人に

叡ている。一つの権力の下Kない場合はのととである。なぜなら婦人は己の願う

と乙ろをはっきりと決められずに，あれ乙れ迷うが，多数者も重々望むと乙ろ

を決めかねるからである。だから顕望と理性が相反するのは，婦人の無分別に

叡ているというのである。以上にわたしは，汝が需に座して，ツアーリを蔑ろ

にし，自ら君臨しようとすることが，向の益ももたらさぬ乙とを示した。 ζれは

分)jljを有する者なら，誰でも理解できるであろう orし、かに多くの財産すなわ
ち黄金があろうとも，それに心を寄せてはならないJ97)と言われている ζ とを

想い起すがよ~ )0 乙う述べたのは誰であろうか鵠}。ツアーリ権力を身に帯びた

者で、はなかったか。彼は黄金に縁がなかったであろうか。そうではなし、ただ

彼は黄金には心をとめず，常に神と軍事記靖力を傾けたので、あるo と乙ろが汝

は癒病やみのゲハジiζ叡ている蛾D というのも伎は黄金のために神の恩寵を裏

切ったからであり，汝もまた藁金のためにキリスト教徒にたいして立ちあがっ

たからである。使徒パウロは涙をながしながら次のように言っている。「犬ど

もを警戒しなさし'0悪事を行う者どもを警戒しなさい。汝らに何度も話したよ

うに，今また涙をながしてキリストの十字架の敵の ζとを語ろう o 彼らの梓は

その腹，彼らの栄光はその恥，彼らの思いは地上の乙とである。J100)はたして

95)地方行政(いわゆるコルムレーニエ制〉の弊害への言及。その混乱ぷりは雷帝幼少
の頃，いわゆる f貴族支E窮J(1538-43)に甚しかった。
96)イザヤ 3 : 12，ベン=シラ 25: 24 
97)詩篇 62: 10 
包8)ダピデである。

99)列王紀下 5 :"20-27 
100)ピリど 3 : 2， 18-19 
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汝はキリストの十字架の教と呼ばれずにすむであろうか。汝は名声と富のため

に，また乙のうつろいやすき世の名誉を享受せんと欲して，永遠の未来を軽ん

じたので=はなかったか。室誓違反者の習いに従って己が祖先から裏切を学び，

長年にわたり心のうちに悪事を企み， rわたしのパンを食べながら，その撞を
わたしにあげJ，101)十字架の誓いを破り，キリスト教徒にたいし武器をもって

立ちあがったりで、はなかったか。だが勝利をもたらす最強の武器であるキリスト

の十字架がわれらの神，キリストの力花よって，汝らの款となられん ζとを。

汝は一体持ゆえに乙れらの裏切者を善意の者とよぶのであろうか。汝らの行っ

た乙とは，イスラエルにおいてギデオンの妻，というよりは妾の子アゼメレクが

行ったのと同様のことで、はなかったか102)。すなわち裏切者どもは謀議を凝ら

し，偽りを内iζ秘めて，ある日ギデオンの正妻たちから生れた70入の子を拝ち殺

し，アピメレクを王位につけたのだが，汝らもまた己が邪まな，犬の如き裏切

の習いによって玉座にふさわしきツアーリたちを抹殺し，妾の子ではないにせよ，

玉盛から遠い一円の子103)をツアーワにしようと顛っている o はたして汝らは

善意の者，わがために生命を捨てる者で、あろうか。汝らはへロデ記も似て，わが

乳呑児をおぞましき死によりこの世から奪い去り，克知らぬ者をツアーりとしよ

うとしたのではなかったか104)。それがわたしのために生命を捨て，善意を示

す乙となのだろうか。はたして汝らは己の子供にも卵のかわりにさそりを与え，

魚のかわりに石を:与えようとするだろうかs 汝らはたとい悪人であっても，己

の子供には長き贈物を与える乙とができるはずである105)。ところが汝らは善

101)ヨハネ 13 : 18 ，詩篇 41: 9 

102)士諦 8 : 30 以下第9章。

103)ウラジーミ jレ・アンドレーエヴィチ・スタリツキー公の乙とである。イヴァン雷

帝の従兄弟〈父ヴァシーリ一三世の弟アンドレイ・イヴァノヴィチ・スタリツキ一

公の子)である。
104)イヴァンの皇子ディミート 1)ーは1553年6月生後わずか8ヶ月で亡くなった。皇

帝一家がキリーロフ修道援に巡礼iζ 出かけた際~r.，その帰路， JIIIr.落ちて弱死した
とされている。ツアーリは乙れをもクールプスキーの陰謀と考えたようである。

f見知色ぬ者JとはもちろんB.A.スタリツキ一公むことである。註60)及び
103)を参照。

105)マタイ 7 : 9 -11， Jレカ 11:11-130 
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意の義人と自称しているc それならばなぜ汝ちはわれらの子供にも，汝らの子

供と同様に良き贈物を与えなかったのだろうか。それは汝らが己の先祖から裏

切を学んだからだ。汝の祖父ミハイール・カラムィシ公はアンドレイ・ウグリ

ツキー公とともに，わが祖父，大君イヴァンにたし、し裏切を企てたが 106) 汝

の父ミハイーロ公もまた， [大君イヴァンの]孫のドミートリー大公とともι，

今は亡きわが父，大君ヴ、ァシーリーにたいし幾たびも殺害を金てたのである 107)。

同様に汝の母の祖父，ヴPアシーリー・トゥチコと[その兄弟]イヴァン・トゥチ

コも，わが祖父，大君イヴァンιたいし幾多の辱しめと非難の言葉を吐いた108)。

また汝の桓父ミハイーロ・トゥチコもわが母エレーナ大公記が亡くなった折R::，

われらの書記エリザー jレ・ツィプリャーテフにむかつて不遜な言葉をもって彼

女のことを悪し様に語ったのであった102〕o 汝は毒蛇の子であるから， このよ

うな毒を吐くのも当然であるG 汝はわたしが，梧りながらも逆らう者である，

と己の悪魔の理性によって考えている。だが以上にわたしはその意味を十分に

示したc汝はわたしの良心が療病におかされている乙とを'悟れ，とも書いてい

るG だがわが国にそのような者がいるとは患わぬがよい。汝の父ミハイール公

はたびたび迫害を蒙り，貧窮に描いったQ だが汝が犬のように行った如き裏窃

行為は一切働かなかったのだ。

汝はまた次のように書いてきた。「何ゆえにわれらはイスラエルの強者を滅

iまいわれらの散を討つべく神がわれらに与え給うた軍司令官らを，様々な方法

106)アンドレイ・ウグリツキ一公は雷帯の祖父イヴァン三曹の弟。アンドレイ公とクー

ルプスキーの桓父との関係は不明であるが，アンドレイ公とイヴァン三世とが不断

の緊張関孫にあったことはよく知色れている。二人の対立関係は結局1491年，アン

ドレイ公の逮捕 (2年後獄死)という事態に至る。

107)クールプスキーの父ミハイールについても詳細は不明である。ドミートザ一公

〈イヴ‘ァン三置の最初む妻マリヤとの題にできた子イヴァン・イヴァノヴィチの

子，すなわちイヴァン三曹の嘉〉は1497年イヴァン三世よって大公位継承者として

共同大公の位に即けられたが， 5年後の1502年，母のヱレーナ公妃とともに舗えら

れた〈のち目的年獄死〉。代わって後継者となったのがイヴ.ァン三世の二度目の妻

ソフィアとの間の子ヴァシーリー〈三世 イヴァン雷膏の父〉である。

108)クールプスキーの母マリヤの祖父ヴ、ァーシーザー・トゥチコとその兄弟イヴァン

の行動iζついても不詳。

109)クールプスキーの母方の祖父の言動も乙れ以上の乙とは知られていない。
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で死に至らしめたのか。荷ゆえ神の教会において，後らの聖なる勝利の血を流

し，教会の敷居を殉教の虫に染めたのか。何ゆえ汝のため生命を惜しまぬ善意

の人びとにたいし，前代未毘の苦痛と死と迫害とを考え出し，正教徒iとたいし裏

切者，妖街捷いその他不当な罪をきせたのか。JllO)だが乙乙でも汝は，弓の父

なる悪魔が教えた通り，虚誌を記しかっ語っている。キリストがこう述べられ

ているからである。「汝らは自分の父，すなわち悪魔から出ており，汝らの父

の欲望どおりを行おうとしている。伎は昔から人殺しであって，真理のうちに

立つ者ではな七、彼のうちには莫理がないからである。彼が偽りを言うとき，

彼は本音をはいている。彼は偽りであり，偽りの父だからだ。J111)われらはイ

スラエルの強者を滅ぼした乙とはなかったし，誰がイスラヱル第ーの強者で、あ

るかも知らない。というのもノレーシの地は神の憐れみといとも浄き聖母の恵み，

全聖人の祈りとわが両親の祝福により，そして最後にわれら自身，すなわちルー

シ居有の君主によって治められているのであって，裁判官や軍司令官，弁i長言

や指揮官によって治められているわけではなし吻〉らだ。われらはまた己の軍司

令官を様々な方法で死に至らしめもしなかった。確かにわれらの許には，神の

おかげで多数の軍需令官がいるのであるが，それは汝ら裏切者を除いての乙と
ホョープ

であるG いずれにせよわれらは自己の奴隷を恵むのも自由，処罰するのも自由

であったのだ。

われらはまた神の教会で、いかなる血をも流さなかった。聖なる欝利の血は

環在のわが国にはまったく見もれないし，われらもそれを知らなL、9 教会の敷

居について言えば，それはあらゆる装鋳をほどとされ，神の教会も汝ち悪鬼ど

もの支配の後でわれらが行ったあちゆる善行によって光り輝いている。という

のもわれらは知恵と力の限りを尽し，またわれらに社える者たちもその務を十

分に果したからである。敷居のみではなL、説教壇も入口も立派に飾られてい

る。それは万人の眼 R~，異邦人の設にも明らかだc われらは教会の敷居をし、か

なる血ιよっても染めはしなかったc 信仰のための殉教者は今日わが冨にはい

110)上記116ページ。

111) ヨハネ 8 : 44 
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ない。もしわれらのために〈姿を写すとあるがままに見え，離れるとその姿も

消えてしまう鐘の如く)112)，偽わらず，誠実に生命を捨てる善意の人びと，

すなわちあらゆる悪から自由で，われらに二心なく仕え，鎮の如く自分に委ねら

れた責務を忘れる乙とのない者を，見出Lたとしたなら，われちiま彼にあらゆ

る患童を十分に与えるであろうo それは口では善を言いながら，心では悪を企

むような者ではなく，また人語では倹約し〔他人を]称賛しながら，背後では

浪費し誹誘するような者でもない。他方，乙れと逆の者であれば，すで1ζ述べた

ようι，その者は己の罪のゆえに罰を受けるであろうo イ也の冨々において悪人

にいかなる災難がふりかかってくるか拭汝自身がよく知っているはずだ。そ乙

で誌乙乙とは比べものにならないのだ!汝らほ己が悪魔の晋いにより裏切者が

憂遇されるよう命令を出した。だが挫の国々では裏切者は擾遇されずiζ処罰さ

れているのだ。それにより国がしっかりと立つようになるためで、あるo われら

はまた何び、とにたいしても，苦痛も迫害もいかなる形での死をも与えなかったD

汝はまた裏切者と妖街痩いにも言及した。だがあのような犬どもはど乙であろ

うと処罰されているのだc

汝はまたわれらが正教徒の乙とを何か誹誘したと言う。だがそれも汝が預言

者の語る耳しいの毒詑に鍛ているからだ。 r耳しいのまむしは己の耳をふさぎ，
呪文を唱えてお被いをする者の声を蕗かなし'0呪文を唱えお萩いをするのは賢

者であるのに。それゆえ主は彼らの口の歯を砕き，獅子のきばをうち砕かれたJl13)

と言われているのである。もしわたしが誹誘しているとするなら，他の誰が真

実を顕わすというのであろうか。それとも汝の悪魔の策略どおりに，裏切者が

荷をしでかしても，彼Gを摘発せずにおくべきだというのであろうか。一体何

のために詳誘する必要があるのだろうか。己の下僕から権力やその貧弱なボ口

頭を得ょうとしてのζとであろうか。それとも浅ましくも彼らの財産を奪わん

がためにか。汝の知恵は笑うべきものではないか。兎を追うには何匹もの犬が

要る。敵に対するには多くの軍勢が必要だ。一体何の必要があって，理性を

112)ヤコブ 1 : 23-24 

113)詩篇 58: 4-6 
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有するわれらがいたずらに臣民を処刑するのだろうかc

さてすでに記したように，以下にわたしは若い時分かち今日に至るまで，汝

らからもゆ亙なる災難を蒙ってきたのかを詳しく書乙うと思う。それは誰の援に

も明ちかな事柄である。(たとい汝が当時幼かったとしても 理解するととは

できるだろうJ 神の思し召しでわが父なる大君ヴァシーリーが緋抱の衣を天

使の姿に変えて，乙の朽ちやすくうつろいやすい地上の王国を後にし，ツアー

リのなかのツアーザ，主人のなかの主人の前に立つベく終りなきかの世，すな

わち天国に入られたとき，わたしは唯一の兄弟，今は亡きゲオルギーとともに

残された。当時わたしは3歳，弟は 1歳であった。われらの母，信抑篤き皇妃

エレーナはいとも哀れな寡婦となってしまった214}o それはあたかも四方から

追りくる炎に屈まれているかのようであった。あるいは馬屈を取り囲む異邦人，

すなわちりトワ入，ポーランド入，クリミア・タタール，アストラハン人，ノ

ガイλ，カザンなどあらゆる異教徒から容赦なく攻撃され あるいは汝ら裏

切者からもありとあらゆる不幸と辛酸とをなめさせられたのであった。たとえ

ば狂暴な犬である汝にも訟で セミョーン・ベーリスキー公とイヴァン・リャ

ツコイはりトワに逃亡してしまった。それから彼§が猛り狂って走り回ちなかっ

た所があるだろうか"彼らは帝都へ クリミアへ そしてノガイへも走った。そ

していたる所から正教徒にたいし戦いを挑んできたのであった。だがそれもす

べて失敢に終った 115}c神といとも浄き聖母そして大いなる奇跡或就者らの執

りなしによって，またわが再親の析りと祝福とにより 乙れらはすべてかのア

ヒトベルの助言 の如く，水泡に'麗したのである。裏切者らはその後もわが叔

父のアンドレイ・イヴァノヴィチ公をわれらiζたいし立ちあがらせた。叔父は

114)雷帝の父ヴァシーワ一三世の残年は1533年12J!3目。雷帝の弟ゲオノレギー(ユー
リー〉は当時まだ生れて閣もなかった(1533年四足308の誕生〉。稜の残年は1563
年である。設は聾睦者で，知能も低かった 《旬。位。員 yMOゆという。
115) C.ベーリスキー公と侍従宮 11.B. リャツコイは1534年ポーランド・リトワ
に亡命した。ベーリスキーはポーランド王ジクムント一世に対ロシア戦争を働きか
け 0535年ポーランド軍はロシアK侵入した)，さらに帝都イスタンブーjレでスル
タンと交接し， .1536年にはクリミア・ト jレコ軍ととも記ロシアに進軍した。
116)サムエ Jレ下17章，上述132ページ参照。



イヴァン雷帝とクールプスキー公の往復書簡試訳(1) (栗生沢) 151 

裏切者らとともにノヴゴロドへむかった。(汝は乙れらの者たちを詰め称えて

いる!われらのために生命を惜しまぬ善意の者というのだけそのとき多くの

者がわれらの許を去り，叔父アンドレイ公の慨についた117}q彼与を率いたの

がセミョーン公の子でピョートノレ・ゴロフ・ロマーノヴィチ公の孫である汝の

兄弟イヴァン公 118)とその他多数の者たちで、あった。だが神の侮加護により彼ら

の陰謀が成就しなかったので、あるけまたしてあれが汝の称える善意だったのだろ

うか。われらを滅ぼしわが叔父を即位させようと頴う乙とが，われらのため

に生命を擦つ乙とであったのだろうか。あのあと彼らは裏切者の習いにより，

わが世襲韻地のラドゴシチ，スタロドゥプ ゴーメリなどの町をわが敵冨のリ

トワに渡そうとした。乙れも善行なのであろうか。彼らは乙の国の一切を滅ぼ
ちりあ〈た

し，その栄光を塵芥に変えてしまおうとしたが，国中から仲間たちがいなくな

るや，今度は異邦人と友誼を結び，ただただ跡かたもなく破壊する乙とを顛っ

ているのである!

同様に神の御旨iζよりわれらの母信倖篤き皇妃エレーナも地上の王00から

天上の王国に身罷られた 11910 われらはかくて詞親を失い，今は亡き弟ゲオノレ

ギーとともに孤児となった。われらは誰からも人間としての温かい保護を得ら

れず，ただ神の'憐れみといとも浄き聖母の御恵みにのみ頼り，全聖人の祈りと

わが両親の祝語に希望をおいたのである。当時わたしは8議になっていた。か

くてわれらの臣民は支配者のいない膏国を手に入れるという顛いを実現し

た125)c彼らは己が君主であるわれらには一切の善意を示さず，富と栄光とを

躍起になって求め，かくて互い記争い合うにいたった。それからどれだけの悪

117)アンドレイ・イヴァノヴィチ・スタリツキ一公〈ヴァシーリ一三世の弟すなわち
雷帝む叔父)の「陰謀jは1537年の乙とである。

118)イヴァン・セミョーノヴ、ィチ・ヤロスラーフスキー公のスタリツキ一公による詮

謀への参加について伝える情報は勉にはない。 ζ乙だけの記述である。雷帝はイヴァ

ン公の遠い祖先どョートル・ゴロフ・ロマーノヴィチ公(ヤロスラーフスキー公〉

の名を挙げているが，それによりイヴァン公とクールプスキーが縁者である乙とを
示そうとしたので、ある。〈ただし「兄弟jではない。〉
119) 1538年の乙とである。

認のいわゆる「貴族支配J{oo兄pCKoenpaBJIeHHe} (1538-1543)の時代が始まった
わけである。
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事を働いたととであろうか。善意あふれるわが父の貴族たち 軍司令官らを一体

何人殺害した乙とであろうか!彼らはわ走場支父たちの居館と村落と所領を横領し，

自らそ乙に落ちついてしまったので=ある!わが母の財宝も 彼らは撞り狂って

足醸にし槍で突きながら，国産iζ移苦してしまった。自ら分配し合った財宝も

少なからずあったので、ある。乙れを行ったのは他ならぬ汝の祖父ミハイーロ・

トゥチコであった。またヴ‘ァシーリーとイヴァンの再シューイスキー公が勝手

にわたしの後見人となり 岳ち君臨するに至った。絞らはわが父母に背いた主

な裏切者ちをすべて牢獄から解放し 己の艇に引きょせたi21L ヴァシーリー・

シューイスキー公はわが叔父アンドレイ公 122)の居館lζ住みつき，乙のユダヤ

会堂の加くなった居館に わが父とわれらの枢密会議の書記官フヨードノレ・ミ

シユーザンを捕えて連れ込み，恥辱を与えた上，殺害したむさらに彼らはイヴァ

ン・フヨードロヴィチ・ベーリスキー公や他の大勢の者を処々に追放し，武器

をとって教会に反逆し 宥主教ダニールを退位させた上，幽閉してしまっ

た123)0 このようにして彼ら辻己の欲望をことごとく実現し，自ら君臨し始め

たのである。他方わたしとわが唯一人の兄弟，故ゲオjレギーにたいする彼らの

仕打はひどいものであった。彼らはわれらをあたかも異邦人か貧乏人の子でも

あるかのように養い始めた。かくてわれらは着るものにも，飲食にも事欠く乙

ととなった!万事においてわれらには自由がなかった。万事がわれらの意志に

反して行われ，幼児期にふさわしいものではなかった。一つ思い出す乙とが

ある。幼少の時分われちが子供の遊びに興じていたとき，イヴァン・ヴァシー

リエヴィチ・シューイスキー公はわれらの万をふり向く乙ともなく，長椅子

i乙援をおろし，足を腰掛けに伸ばし，わが父の寝台に討をついてよりかかっ

121)エレーナ残強ヴァシーリー・ヴァシーリエヴィチ及びイヴァン・ヴァシーリエヴィ
チ・シューイスキー公兄弟が実権を握り，エレーナ摂政時代記投獄されていた

11.φ.ベーリスキー， A. M. シューイスキー公などを釈放した。
122)アンドレイ・イヴァノヴ、ィチ・スタリツキ一公，上記注117)を参頭。

123)書記 φ.ミシューリン必殺害は1538年同月のととである。イヴァン・フヨード

ロヴ、ィチ・ベーリスキー公は一度釈放されたが，その後シューイスキー家とベーリス
キ一家の対立が識化するや，再び投獄されてしまった 0538年秋)。詩主教ダニー
ルの追放は1539年の乙とである。後任の府主教辻ヨアサフである。
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ていた。その操は親のようでもなく，逆に君主の如く威厳があるわけでもなく，

無論奴隷のような素ぶりは一切見られなかったo 乙のような不遜な態度を一体

誰が酎えられるで通うろうか。わたしが幼少の頃iζ蒙った数多くのかくもみじめ

な苦痛をいかにして数えあげるととができるであろうか。欲するときに食べら

れずに，遅れて食事した乙とが何度あっただろう!わたしに達された両親の財
デエチ・>1(1'ー.'"スキエ

宝は一体どうなったのか。彼らはすべてを着服してしまった。設猿jζも小貴族

にたいする聾給であるかのよう記言い立て，実擦には賄賂として全額を稜らか

ら捲きあげた。勤務に応じて俸給を与える乙とも，功績に応じて任命するとと

もなかった。わが祖父と父の財宝を奪い 乙れを使って己のため託金や銀の容

器をつくらせ，表面には己の親の名前を彫り乙ませた。あたかも彼らの親の財産

のように見せるためである。誰もが知っている乙とであるが，わが母の治世に

イヴァン・シューイスキー公は緑色のムホヤール織の詔の毛皮外套を善ていたo

毛皮はもうよれよれになっていた。もしそれが彼らの先桓代々の財宝であった

としたら，容器をつくる前にまず乙の外套を交換して，最後に余った金で容器

をつくらせるべきであったのだ。わが叔父たちの針宝についてはどう言ったら

よいのであろうか。乙れも彼らはすべて横預した。その後彼らは各地の町や村

iζ襲いかかり，乱暴の摂りを尽くして住畏を窪待し，その財産を容赦なく強奪

したe彼らの隣人たちが蒙った損害は誰が数えあげられるだろうか。後らはわ

が臣民をすべて己の奴隷とし 己の奴隷を高宮となした。統治し秩序をもたら

そうと思いながら，いたる所に不正と混乱をまき起し 誰であろうと法外な賄

賂を要求し，万事賄賂次第で行いかっ意見を述べたのであった。

乙のような状況が何年も続いた。だが長ずるにつれてわたしは奴隷の権力に

販従するととを望まず イヴァン・ヴァシーリエヴィチ・シューイスキー公を

遠ざサ，代わってイヴァン・フヨードロヴPィチ・ベーリスキー公を側近に任命

した124)0 と乙ろがイヴァン・シューイスキー公は己が手勢を全員集めて忠誠

を誓わせ，武装してモスクワに進撃してきたG また彼の腹心のクペンスキー諸

公誌彼が到着する以前に わが貴族イヴァン・フヨードロヴィチ・ベーリス

124) 1540年夏の乙とである。
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キー公と他の貴族や士族を捕え，ベロオーゼロに追放し殺害してしまった。

また彼らは府主教ヨアサフをもその位から追って大いに辱しめた。同様にア

ンドレイ・シューイスキー公もその仲間とともにわが食堂に押し寄せ，猛り狂っ

てわが貴族フヨードル・セミョーノヴィチ・ヴォロンツォーフを捕え，報を~j

ぎとって辱しめたうえ，建物から引きずり出し 殺害しようとした。そ乙でわ

れらは彼らの許記マカーリー府主教とわが二人の貴族グリゴーリー・モロゾ

フの子イヴァンとヴァシーリー兄弟を遣わし 彼を殺害しないように申し入

れさせた。後らはわれらの申し入れを不承不承聴きいれ彼をコストロマーに

追放した。だが彼らは府主教を押しつけ，彼のマントを飾帯とともにひき裂

き，さらに貴族たちを突きとばした125)。はたしてわが貴族とわれら記仕える

者らをわが命令に反して捕え，殺害し，様々な苦痛や迫害を加える乙とが善意な

のだろうか。軍勢を率いてわが国家を攻撃し，われらの援前で、ユダヤ人の群よ

ろしく[童族を〕捕えるζとが，われら，すなわち彼ら自身の君主のために喜

んで、生命を鄭っととなのであろうか。奴隷が君主たるわれらと交渉し，君主が

奴隷に懇顕しなければならないのであろうか。それが軍人としての忠実なる奉

公なのであろうか。もしそれが真理なら 全世界がそれを朝笑うであろうo か

つて加えられた追害についてはもう語るべき言葉もない。わが母が亡くなって

からその時までの6年半の関 126) 彼らの犯した悪事はかくの如きものであっ

fこ!

さて1識になったときわれらは自ら帝国の統治区着手した127)。神の憐れみに

より順調なる統治が始った。だが入は罪深い。彼らが絶えず神の患寵iζ反した

125)シェーイスキー家は1542年耳び実権を握る。すなわち1542年1月イヴァン・ベー
リスキー公はベロオーゼロ記流され，周年5月立殺害されてしまう。府主教ヨアサ
フも1542年に追放され，その後をマカーリーがついだ。若き雷帝の寵臣 φ.C. 
ヴォロンツォーフのシューイスキー採による逮捕は1543年9月で島る。
126)シューイスキー家の支配は1543年末で終る〈同年末イヴァン・ヴァシーリエヴィ
チ・シューイスキー公とアンドレイ・ミハーイロヴ、ィチ・シューイスキー公が処荊

された〉。雷帝は乙の1538-1543年の6年余を f量族支配」顛と考えている。
127)雷帝は1545年を親政開始期としているが.1547年までは実質上グリンスキ一家
(母ヱレーナの生家〉の支配が行われていた。
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ので，神は怒りを顕わされた。帝都モスクワが火災で焼けおちてしまったのであ

る128)0 われらの罪ゆえに神の怒りが増し加わったわけだ。そのとき汝が殉教

者と呼んだ裏切者貴族らは(今のと乙ろ彼らの名前はふせておとう)，己が裏

窃iζ絶好の機会カ事Ij来したとばかりに，無分別な民衆を唆かし，次のように言っ

た。すなわちわが母方の祖母アンナ・グリンスカヤ公妃12幸}がその子供ら側近の

者たちとともに人間の心臓をとり出し，妖誹?を捷ってモスクワを焼き払った，

そして乙の陰謀をわれらも承知していた，と。かくて民衆は裏切者たちの煽動

iζ乗って，キザストのための大殉教者ドミトリー・サルンスキー教会の副祭壇

において，ユダヤ人の聾みにならってわが量族ユーリー・ヴァシーリエヴィチ・

グリンスキー公130)を叫び声をあげながも捕え 岳緒あるいとも浄き聖母大寺

院131)にひきずり込み，府主教座の前で無残にも打ち殺し，教会を血iζ染めてし

まった。それから死捧を教会の前扉からひきずり出し，犯罪人の死体ででもある

かのように市場に捨ておいたのである。教会内の乙の殺人の乙とは誰でもよく知っ

ている Q 犬の如き汝が言う如くではなかったのだ!汝の言う乙とは偽りでるる c

当時われらーはわが領地のヴォロピエヴォ村にあったが，裏切者どもは民衆を

唆かしてわれらをも殺害しようとした。われらがユーリ一公の母，アンナ公妃

と公の兄弟であるミハイーノレ公を匿っているというのである。だがこのような

主張は噴飯ものではなかろうか。なぜわれらが自ら己の膏国に火を放たなけれ

ばならないのであろうか。実際わが父担の祝福により相続された財産がどれほ

どとの火事で、失われた乙とだろう o それらはどれも乙の世界のど乙にもない

珍らしいものばかりであった。一体下僕のイ士業i乙腹を立てて己の財産記火を放

つ抵ど愚かで猛り狂う主人があるだろうか。たとえ下撲のものに火を放つ乙と

はあっても，己の財産は大切に保存するであろう。汝らの犬の如き裏切行為は

ζとごとく暴露されている。それはあたかも果てしなく高い聖イヴァン教会〔の

128) 1547年 6月の乙とである。

129)雷帝の母ヱレーナ・グリンスカヤの母。

130)エレーナ・グリンスカヤの史弟、イヴァン雷膏の{白父。

131)クレムリン内のウスペンスキー寺読。
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鐘楼]132) ，こ水をふりかげようとするようなものではないか。汝らの愚かさは

乙のようにまったく明白だ!わが貴族や軍司令官たちはわが許しも得ずに，犬

のように群れ集まり，われらに忠実な賓族ら それもわが由縁の者らを殺害し

たG はたして彼らが善意をもってわれらに仕えるというのは乙の乙となのであ

ろうか。常にわが霊をとの世からあの世に葬り去ろうと望む乙とが，われらの

ために己が生命を鄭つ乙となのであろうかc 彼らはわれらに律法を聖なるもの

とせよと命とながら，自らはわれらと同じ道を歩もうとは思わないのだ。犬よ，

汝は騒り高ぶって詞を誇っているのか。何ゆえ汝は{也の裏切者の犬どもを勇敢

な戦士と称えるのか。われらの主イエス・キワストは「もし国が内部で分れる

なら，その国は立ち行かないだろうJ133)と述べているc 国がもし内戦によっ

て分裂しているなら，いかにして敢に断乎たる戦いを挑む乙とができょうか。

もし根が乾いているなら，どうして木が在をつけられよう。同様にもし国にあ

らかじめ秩序がうち立てられていなかったら，どのようにして戦場の勇気が発

揮されるで品うろう o もし司令官が部裁をしっかりと組織していなかったら，彼

は椙手に勝利する乙とはできず むしろ敢れてしまうだろうo だ、が汝は乙れを

まったく無視し，ただ勇気を称えるだけで，勇気が一体荷であるかについては

無頓着であるoだから汝は勇気を囲めるよりは，むしろそれを砕いている。そ

れゆえ汝はおよそ何の役にも立たな点、人間だ。家では裏切者，戦場においては

判断力無き[号令官]だ。なぜなら内戦と不従JI震とをもって勇気を発揮せんと

しているからだ。だがそれはできない桔談だo [未完]

132)クレムザン舟の大鐘楼。いわゆる「大イヴァン〈すなわちイヴァン・レストヴィ

チニク)θ鐘楼」

133) マJレコ 3 : 24 


